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地域地質研究報告                                                             (平成 8 年稿) 
５万分の１地質図幅 
高知 (13) 第25･26号 

倉 橋 島 及 び 柱 島 地 域 の 地 質 

松 浦 浩 久＊ 

 
倉橋島及び柱島地域は，地震予知研究の上で緊急性があり，かつ重要な地域として指定された特定観

測地域 8 箇所の 1 つ「伊予灘・日向灘周辺」地区に位置する． 
 現地の調査研究は平成 6-7 年度に行った．無人島を含む離島の調査は傭船によった．その結果，従

来，知られていなかった地域での領家変成岩類の分布と，中新世火山岩類の存在が明らかになった．本

研究の実施にあたっては広島県倉橋町と蒲刈町に温泉他の資料の提供を受けた．所内では，瀬戸内海の

底質について有田正史技官に資料の教示と助言を，領家変成岩類について宮崎一博技官の助言を受け

た．蛍光Ｘ線分析にあたっては，巌谷敏光技官の技術的な援助を得た．本報告に用いた薄片は地質調

査所試料調整課の佐藤芳治技官，野神貴嗣技官，大和田朗技官，及び北海道支所の佐藤卓見技官によっ

て作成された．中新世火山岩類の全岩K－Ar年代測定は米国テレダインアイソトープス社によって行わ

れた． 
 
 

Ⅰ．地  形 
 

 

 倉橋島
くらはしじま

地域(東経132˚30’-45’，北緯34˚0’-10’)，及び柱
はしら

島
じま

地域(東経132˚15’-30’，北緯34˚0’-10’)は，瀬

戸内海西部に位置し，広島県と愛媛県及び山口県が海域で接する(第 1 図)．本地域(以下倉橋島地域と

柱島地域をあわせて本地域と呼ぶ)の大部分は海域からなり，陸地は北西部の今津川(錦川)の河口部の

埋立地を除くと全てが島嶼からなる．瀬戸内海のうち，本地域内の海は広義には全体が安芸
あ き

灘と呼ばれ

るが，狭義には倉橋島を境にして東側を安芸灘と呼び，西側は広島湾として区別されている．島嶼は本

地域中央部の倉橋島・ 東
ひがし

能
のう

美
み

島
しま

などの一群，広島湾南部の柱島群島，また芸
げい

予
よ

諸島と防
ほう

予
よ

諸島の一部が

本地域内の北東部と南部にそれぞれわずかに含まれている． 

 本地域の陸上地形と海底地形を第  2 図に示す．本地域の最高所は倉橋島西部の岳
たけ

浦
うら

山の491.1mで，

海域の最深部は鹿島南方の怒
ぬ

和
わ

島水道の－166 m(海上保安庁水路部発行沿岸の海の基本図の等深線の

読み取り値)である． 

 

 

________________________ 
*地質部 
Keywords: geologic map, 1:50,000, Kurahashi Jima, Hashira Jima, Hiroshima, Ehime, Yamaguchi, Japan, Setonaikai, 

Ryoke, metamorphic rocks, schist, gneiss, granitic rocks, migmatite, dike swarm, syenite, magnesian andesite, basalt, 
Cretaceous, Miocene, K-Ar age. 
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第 2 図 倉橋島地域及び柱島地域の陸上地形及び海底地形 

陸上の等高線は100 m 間隔，海底の等深線は  20  m間隔で示す.  (海上保安庁水路部発行沿岸の海の基本図「広島湾北部」「広 
島湾南部」「安芸灘北部」及び「安芸灘南部」のそれぞれ一部を合わせてトレースしたもの) 
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Ⅰ．1 陸 上 地 形 

 

 本地域の島嶼はいずれも海岸からすぐに急勾配で立ち上がる山がちな地形をなし，平地ないし緩斜面

は入江の奥などに小規模に点在しているにすぎない．本地域最大の島である倉橋島は北東-南西ないし

北北東－南南西方向に伸びた数列の山稜からなり，それぞれの山稜が海に向かって突き出した半島－岬と

それらの間の入江によって出入りの多い海岸線を作っている．倉橋島や東能美島の地形にみられる顕著

な方向性はこれらの島を構成する深成岩に発達する方状節理(第 3 図ａ)または板状節理(第 3 図ｂ)と，

花崗斑岩岩脈や脈状の細粒花崗岩の分布に規制されて生じたものと考えられる．節理の影響は海岸にお

いて波食が節理に沿って進行したために生じた海食洞(第 4 図)に見られる．また花崗斑岩や細粒花崗

岩は中-粗粒の花崗岩に比べると風化抵抗性が大きいために差別浸食を受けて山地では稜線を形成し，

岩脈に沿う直線的な海岸(倉橋島大泊南など)や，海に突出した岬(東能美島親休鼻など)，又は陸から離

れた孤立岩(鹿島南東沖の白石など，第 5 図)になっている．本地域内の平地は島の入江の海岸部の狭い

部分に限られる．そのためほとんどの集落は平地とこれに続く山麓緩斜面上に広がっている．東能美島

の大原付近，大君周辺と倉橋島の早
はや

瀬
せ

付近ではこの緩斜面の分布がやや広く発達している． 

 島の海岸は入江の奥などを除くと一般に海食崖になっており，海岸平野や砂浜は少ない．海食崖の下

には干潮時に波食台が現れるが，現在の海水準よりも高いところには海食崖や波食台，海岸段丘堆積物

など，過去の相対的な高い海面を証拠付けるものは認められない．牧野ほか(1986)は瀬戸内海中部地域

で同様の観察結果から，現在の海水準が相対的に最高位にあると結論付けた．しかし縄文海進の時代に

本地域には堆積物が供給されなかったか，あるいは海成の堆積物が既に失われてしまった可能性は残る． 

 

Ⅰ．2 海 底 地 形 

 

 海底の地形は陸上地形とは全く異なっており，陸上の山稜や河谷の延長部を海底地形図の上に追跡で

きるものはまれである．また，海の深い部分が海面の広がる安芸灘や広島湾の中央部にではなく，むし

ろ島嶼の近傍，特に防予諸島周辺にあることも特徴の 1 つである(第 2 図)． 

 海底地形を浅い方から見ていくと，倉橋島東方の袋内から呉市広湾にかけてと，倉橋島倉橋の南には 

-10～-20 m の浅い海底が広がる(以下最低潮位海面を  0 m としたときの海底までの深度を負号で示

す)．しかし，これは本地域では例外的で，島嶼部では島の海岸から－20 mまでは山がちな陸上地形の

延長として一般に急な斜面になっている．島を囲むこの急斜面は，後述する海
かい

釜
ふ

が無い場合には， 

-20～-40 m の平坦な海底面に続く．海域が大きく広がる安芸灘と広島湾の海底はこのような平坦面

からなる．海釜は海底の平坦面より更に深くなった凹地で，一般に細長く伸びた楕円形か三日月形をし

ている．海釜は海域の広がる灘中央部には少なく，むしろ陸地と海域が接する場所，すなわち海峡や水

道，または岬や島のように陸が海に突出した部分の近傍に分布する．海釜の種類は海峡の中央部が 1 箇

所深くなる場合と，海峡のくびれた部分の両側に2箇所できる場合がある．また海釜がいくつも珠数つ

なぎに分布して海底谷のように見えるものが，本地域南部のクダコ水道にある．海釜は現在または過去 
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第 3 図 地形に現れた花崗岩の節理 
a：東能美島陀峯山南東の尾根，方状節理が発達している 
b：大黒神島南海岸の採石場，板状の細かい節理が採石場から山頂まで発達 
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第 4 図 花崗岩の節理に沿って生じた海食洞 
倉橋島善太郎鼻南海岸．海食洞左の折尺の長さは1m 

 

 

第 5 図 安芸灘中部の孤立岩(白石) 
      風化抵抗性の大きな花崗斑岩の岩脈が差別浸食で取り残されたもの 
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の潮流によって海底が浸食されて生じ，その後も堆積物による埋没が起こらない場であると考えられて

いる(矢部・田山，1934；桑代，1959；大嶋，1980；井内，1982；Inouchi，1990；八島，1994など)． 

 

Ⅱ．地 質 概 説 
 

 本地域の地質の総括と周辺地域を含む地質の概略を第６図と第７図に示す．本地域は西南日本内帯に

属し，領家変成岩類，白亜紀火成岩類(深成岩類と岩脈)，中新世堆積岩類と火山岩類(岩脈)，及び第四

系からなる． 

 領家変成岩類は本地域西隣の岩国地域とその南の柳井地域に典型的な岩相が分布しており，本地域南

部の島嶼にもその延長部が点在している．岩国-柳井地域の領家変成岩類はジュラ紀堆積岩コンプレッ

クスからなる玖珂層群が高温低圧型の変成作用を受けて生じたもので，岩国地域内では北から南に向か

って黒雲母スレート帯，雲母片岩帯，縞状片麻岩帯の順に再結晶度が上昇する(東元ほか，1983)．本地

域内では倉橋町黒島が黒雲母スレート帯，その他の島は大部分が雲母片岩帯に属する．縞状片麻岩帯相

当の岩石は本地域内では雲母片岩帯に部分的に現れるにすぎないので，本報告では縞状片麻岩帯を雲母 

 

 

 

第 6 図 倉橋島地域及び柱島地域の地質総括図 
 

 



  
- 7 - 

  



 

 - 8 - 

片岩帯に含めた．本地域内の領家変成岩類の原岩は泥質及び珪質岩が大部分を占める．塩基性変成岩

(角閃岩)は雲母片岩帯に出現するが，分布が小さいので地質図には示すことができない．変成年代は岩

国地域内の Rb-Sr 年代(茂野・山口，1976)と，CHIME 年代(Suzuki et al.，1994；鈴木ほか，1996)から

白亜紀前期の末頃と考えられる． 

 白亜紀深成岩類は組織の特徴から花崗岩類Ⅰ，花崗岩類Ⅱ，及び花崗岩類Ⅲの 3 種類に区別した．花

崗岩類Ⅰは深成岩の造岩鉱物である黒雲母が平行配列して片状になるだけでなく，黒雲母同士が横に連

なって黒雲母が濃集する層と珪長質鉱物からなる層とが縞になる片麻状岩である．花崗岩類Ⅱは黒雲母

の平行配列による弱い片状構造が認められるが，黒雲母は岩石全体に分散しているために縞状にならな

い．花崗岩類Ⅲは黒雲母の底面が個々に異なる方向を向いていて，全体として塊状に見えるものであ

る．花崗岩類ⅠとⅡの黒雲母は，花崗岩類Ⅲに比べると，赤味が強い傾向がある．花崗岩類Ⅰ，花崗岩

類Ⅱ，花崗岩類Ⅲの特徴は岩国地域内の領家古期花崗岩類，領家新期花崗岩類，広島花崗岩類の特徴に

ほぼ一致している．岩国地域内では岩体同士の接触部での貫入関係から領家古期花崗岩類，領家新期花

崗岩類，広島花崗岩類の順に若くなることが確認されているが，本地域の深成岩類は海域に隔てられた

島嶼に孤立して分布しているので，露頭で新旧関係を判断することができない．第６図における花崗岩

類Ⅰ，花崗岩類Ⅱ，花崗岩類Ⅲの新旧(図の上下)関係は，それぞれの岩相の特徴が一致する岩国地域内

の深成岩類の新旧関係に対応させて便宜的に示したものである． 

 花崗岩類Ⅰのうち蒲
がま

野
の

花崗閃緑岩は山口県前島と黒島(岩国市)に，菊
きく

間
ま

トーナル岩は愛媛県安居島に

分布する．前島と安居島では，花崗岩類Ⅰに包有される形でミグマタイト(花崗岩物質と堆積岩起源の

変成岩が混合した産状)が観察される．花崗岩類Ⅱも本地域南部の島嶼を中心に分布する．松山花崗閃

緑岩は愛媛県中島北部と大
おお

館
だち

場
ば

島・小館場島に，東
とう

和
わ

花崗閃緑岩は山口県柱島の一部と端
は

島，手島及び

保高島に， 横島花閃緑岩は広島県横島とその周辺にのみ，柱島花崗岩は柱島中部から手島南部にかけ

て分布する．歌崎花崗岩は中島北東部にわずかに分布する細粒の白雲母黒雲母花崗岩と中-粗粒の黒雲

母花崗岩である．花崗岩類Ⅲは主として本地域の北半部から北方の山陽地方に広がっているが，部分的

には第７図に示すように本地域より南方にも広がり，津和地島，二神島，中島南部，睦月島などいわゆ

る領家帯地域にも分布している．呉花崗岩は北隣の呉地域内から本地域北部にかけて底盤状に広がり，

本地域では倉橋島，鹿島，東能美島，大黒髪島などに露出する．音戸花崗閃緑岩は呉花崗岩中に捕獲岩

体状に包有されている．大地蔵花崗岩は上
かみ

蒲
かま

刈
がり

島・下蒲刈島及び周辺の無人島にわずかに分布している. 

 本地域周辺の深成岩類は Rb-Sr 法(茂野・山口，1976；岡野・本間，1983)，CHIME 法(Suzuki et al, 

1994；鈴木ほか，1996)，K-Ar 法(河野・植田，1966；Miller and Shibata，1961；東元ほか，1983など)

によって白亜紀後期初め頃の年代が報告され，領家変成岩類の年代値に比較的接近していることが知ら

れている． 

 白亜紀岩脈は閃緑斑岩－マイクロダイオライト，花崗斑岩－花崗閃緑斑岩，及び流紋岩の 3 種類に区分

した．このうち閃緑斑岩－マイクロダイオライトは倉橋島中央部から横島にかけて南北ないし北北東－南

南西方向に貫入している．花崗斑岩-花崗閃緑斑岩は呉市南部の休山半島から倉橋島北部にかけてと，

南東隣の松山市周辺で特に密に分布し，岩脈群をなす．流紋岩は鹿島周辺にわずかに分布する． 

 本地域の中新統は高浜層群，瀬戸内火山岩類，及び黒鼻玄武岩からなる．高浜層群は柱島東部の海岸
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にわずかに分布している礫岩で，松山市北西の高浜に分布する中新統に対比可能と考えられる．瀬戸内

火山岩類は主に防予諸島から四国高縄半島に点在し(第 7 図)，中島を除くと本地域内での分布はこれま

で知られていなかった．今回の調査では新たに柱島に 3 箇所，中島北西の崩磯に 1 箇所，また倉橋島東

部の3箇所に中期中新世の瀬戸内火山岩類(岩脈)を発見した．このうち柱島と中島北部には高マグネシ

ア安山岩が，倉橋島には角閃石安山岩－デイサイトが分布する．これらの全岩 K－Ar 年代値は中期中新

世の12.2-14.9 Ma を示し，瀬戸内火山岩類として知られる年代値の幅と一致している．黒鼻玄武岩は

広島県上蒲刈島の黒鼻にカンラン石玄武岩の岩頸及び火砕岩として分布する．黒鼻玄武岩の全岩 K－Ar

年代値は後期中新世にあたる 8.4 Ma を示し，組成的にも年代的にも瀬戸内火山岩類とは区別される． 

 本地域内の陸上の第四系は未発達で，山麓の緩斜面に崖錐堆積物が，島の入江の奥の平坦地に沖積層

がわずかに分布する程度である．段丘堆積物は認められない．一方広島湾と安芸灘の平坦な海底には厚

さ20－30 m の完新世の海底堆積物の泥が，白亜紀深成岩類と陸成更新統(－40～－50 m 以深)を覆って

広範に分布する(井内，1982；Inouchi，1990；国土地理院，1989，1992など)． 

 

 

Ⅲ．領家変成岩類(玖珂層群) 

 

Ⅲ．1 概 要 

 

 領家変成岩類は西南日本内帯の南部に位置する美濃-丹波帯の地層が高温低圧型の変成作用を受けて

生じたものである．本地域の領家変成岩類は西隣の岩国地域内の玖珂層群(丹波帯の一部)の変成部分の

東方延長にあたる．玖珂群層は山口県玖珂郡－岩国市の錦
にしき

川流域に分布する中古生界で，非変成部から領

家変成岩類までを含む(小島・岡村，1952)．原岩は主として砂岩・泥岩及びチャートからなり，緑色岩

や石灰岩は少ない．化石は本地域内からは産出していないが，大竹地域内の泥岩及び珪質頁岩からジュ

ラ紀前-後期の放散虫化石が(早坂ほか，1983)，砂岩中からジュラ紀後期のアンモナイト化石が(東元ほ

か，1986)発見されており，玖珂層群の堆積年代はジュラ紀と考えられる．またこのほかにシルト質泥

岩から三畳紀後期のモノチス貝化石が(Hase，1961)，チャートから三畳紀中-後期のコノドント化石が

(Toyohara，1977)，石灰岩から石炭紀-二畳紀の紡錘虫化石が(東元・佐田，1978)報告されている．こ

れらのジュラ紀より古い化石の存在は，付加によって丹波帯が形成される際に古い異地性岩塊が混入し

たことを意味するものであろう．愛媛県高縄半島では，玖珂層群に相当すると考えられる領家変成岩類

の低変成度の部分から三畳紀末-ジュラ紀初期の放散虫化石が産出している(鹿島・増井，1985)． 

 変成岩類の放射年代値は茂野・山口(1976)により，Rb-Sr アイソクロン法で検討された．それによ

ると，変成岩の全岩試料７個の中ではアイソクロンを形成しない．一方，縞状片麻岩全岩-黒雲母アイ

ソクロン年代として168.2±7.6 Ma 及び180.5±6.1 Ma(原著の値，以下同じ)を，縞状片麻岩-白雲母ア

イソクロン年代として91.9±11.3 Ma を報告した．年代値の違いについては，領家変成-深成作用時に

おいて，黒雲母の Rb 散失率が白雲母より高いので，前者は見掛けの古い値を示し，後者が変成時期を

示す可能性が高いと述べた．ただし後者の年代値は変成岩に貫入している深成岩類の年代よりも古くは
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ない．Suzuki et al．(1994)と鈴木ほか(1996)は泥質片麻岩中のモナズ石の CHIME 年代として合計 5 個

の前期白亜紀末の値(98.8±3.3 Ma，98.4±4.2 Ma，99.6±2.4 Ma，98.9±2.1 Ma 及び 98.2±5.7 Ma)を報

告した．砂質片麻岩中のモナズ石の CHIME 年代は 100 Ma から 1700 Ma の間の値を示し，古い年代値

はモナズ石核部の砕屑性粒子に由来すると推定された． 

 領家変成岩類の鉱物による変成分帯は玖珂層群に緑色岩が乏しいことから主に泥質岩について行わ

れ，大竹－岩国－柳井地域では変成度の低い方から緑泥石帯，黒雲母帯，菫青石帯，珪線石帯Ⅰ，及び珪

線石帯Ⅱに区分された(東元ほか，1983；中島， 1987；Ikeda，1991；Nakajima，1994)．本地域は岩国地

域の菫青石帯から珪線石帯Ⅰ及びⅡの東方延長に位置するが，珪線石は発見されていない．今のところ

変成岩の分布が限られるために鉱物の消長を十分に確認することができないのか，そもそも珪線石帯が

本地域にないのかは明らかではない．一方東元ほか(1983)は鉱物の再結晶の程度に注目して岩相区分を

行い，再結晶度の低い方から黒雲母スレート帯，雲母片岩帯及び縞状片麻岩帯に区分した．本地域内で

は黒雲母スレート帯と雲母片岩帯が分布し，縞状片麻岩相当の岩石は雲母片岩帯に貫入する深成岩類Ⅰ

の捕獲岩としてのみ見いだされる．ただ縞状片麻岩の部分が海中に没して見えていない可能性があるの

で，本報告では縞状片麻岩帯を雲母片岩帯に含めて取り扱う．縞状片麻岩帯の岩石は海面下に広がる可

能性は残るものの，領家変成帯の中軸部に近いと思われる山口県伊勢小島，端島，小柱島，続島及び愛

媛県小安居島の岩相が雲母片岩であることから，仮に海底に縞状片麻岩が分布しても柳井-岩国地域の

ように広い分布ではないと推定される．変成度から見ると，本地域内の領家変成岩類は岩国地域の雲母

片岩帯の延長部に位置する倉橋町黒島に黒雲母スレートが分布し，岩国地域の縞状片麻岩帯の延長部の

山口県端島，小柱島や続島及び愛媛県小安居島には雲母片岩が分布する．しかもこれらの雲母片岩から

は，珪線石が見いだされていない．したがって本地域は岩国地域の東に位置しているが，岩国地域より

も低変成度の部分が南に張り出している可能性がある． 

 

Ⅲ．2 黒雲母スレート帯(R1c, R1m, R1s) 
 

 本地域の領家変成岩類のうち，黒雲母スレート帯の岩石は倉橋町黒島に分布する．また呉花崗岩の捕

獲岩として倉橋島南西部と鹿島の西部にも黒雲母スレート帯の岩石が産出する．黒島は層状チャート

(R1c), シルト岩-泥岩(R1m)，及び中粒-細粒砂岩(R1s)からなり，層厚にして約410 m が露出する(第  8

図)．層状チャートは再結晶した微粒の石英(径0.02 mm 位)からなる厚さ  1－3 cm の珪質部と，厚さ  1 

mm 以下の泥質部の互層からなる(第９図)．シルト岩－泥岩は 2 枚あって，見かけ上位のシルト岩－泥岩

は厚さ 1 mm 程度の層理が顕著に発達する．下位の泥岩はほとんど層理を示さないが，弱片状のスレー

ト劈開を持つ．また下位の泥岩には径 1 mm以下，長さ 1 cm 位の紅柱石と，径 1 mm 前後の菫青石の

斑状変晶が肉眼で認められる．玖珂層群の泥岩には岩国地域の‘礫質泥岩’(東元ほか，1983)や大竹地

域の‘オリストストローム’(東元ほか，1986)のように泥質の基質中にチャートや砂岩の礫を含む混在

岩相が普通にみられるが，本地域の泥岩には混在岩相は認められない． 

 黒島(倉橋町)の泥岩試料(K & H97A)の顕微鏡写真を第  10 図に示す．泥岩の基質は長径0.01－0.03  

mm の微細なフィルム状炭質物，珪長質再結晶粒子及び径0.2 mm，厚さ0.01－0.05 mm の白雲母と少量 
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第 8 図 倉橋町黒島に露出する領家変成岩類(玖珂層群)の柱状図 

 

 

第 9 図 倉橋町黒島の層状チャ－トの露頭写真 
花崗岩の岩脈がチャ－トの層理を非調和的に切って貫入している 
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第10図 黒雲母スレ－トの顕微鏡写真 
倉橋町黒島(下方ニコルのみ，And：紅柱石 Bt：黒雲母) 

 
 
 

の黒雲母からなる．白雲母と黒雲母の底面は層理面と平行に並んで弱い片状組織を作っている．写真の

右下には砂粒のレンズが見える．砂粒は砕屑粒子の形を残しており，再結晶による2次成長が認められ

ない．一方写真の左下と右上には紅柱石の斑状変晶が認められる．また左下の紅柱石斑状変晶の左右に

は周囲の基質中よりも大きく再結晶した珪長質鉱物が，斑状変晶のプレッシャーシャドウを形成してい

る．これは紅柱石の斑状変晶は圧密を伴う再結晶作用(領家変成作用)で生じたことを示しており，新期

の深成岩の貫入・接触変成による後生ではないことを意味している．黒島の泥岩には紅柱石のほかに菫

青石を生じている．露頭及び鏡下の観察では，紅柱石や菫青石の柱状結晶の長軸は片理面内にあるもの

が大部分で，片理面を切って伸長するものは少ない．砂岩は均質塊状ないし層理を持つ細粒-中粒砂岩

からなる．岩国地域の砂岩に見られるようなパッチ状泥岩の岩片は含んでいない． 

 

Ⅲ．3 雲母片岩帯及び縞状片麻岩帯(R2c, R2m) 

 

 雲母片岩帯の岩相は山口県伊勢小島，端島南部，小柱島，続島，愛媛県小安居島に分布し，松山花崗

閃緑岩の捕獲岩体として愛媛県中島にも産出する．縞状片麻岩帯相当の岩相は本地域内では山口県前島

に蒲野花崗閃緑岩の捕獲岩体としてわずかに分布する． 

 雲母片岩帯では肉眼で鉱物粒を識別できる程度に粒度が粗くなる．また鉱物の再結晶が進行して原岩

の砕屑粒子の形を失っている．雲母片岩帯の岩相は珪質片岩(R2c)，白雲母黒雲母片岩・黒雲母片岩
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(R2m)，及び角閃岩(分布が狭いので地質図には示していない)からなる．雲母片岩帯のうち，山口県下

の伊勢小島，端島，小柱島及び続島には珪質片岩と白雲母黒雲母片岩が分布し，愛媛県小安居島には黒

雲母片岩，珪質片岩と角閃岩が分布する．このほかに小安居島ではバラ輝石からなるマンガン鉱の転石

が見いだされた．続島の白雲母黒雲母片岩は比較的細粒の黒雲母と白雲母に富む黒っぽい基質に，やや

粗粒な珪長質鉱物からなる厚さ2－3 mmの白い層を挟む．また珪長質の細脈がしばしばプチグマティッ

クに褶曲しているのが見られる(第 11 図ａ)． 

 続島の試料(K & H78)を鏡下で観察すると黒雲母，石英，斜長石，白雲母，電気石(以上径0.05-0.3 

mm)，菫青石(径0.3-3 mm)，不透明鉱物，燐灰石，及びジルコン(以上径0.02-0.07 mm)を含む．黒雲

母はＹ≒Ｚ＝赤味がかった茶褐色を呈し，底面が平行に配列して顕著な片理を形成する．これに対して

白雲母は片理に平行なものから大きく斜交するものまで様々である．また白雲母は板状結晶を示すもの

と，断面が扇形に広がるものがある．電気石は小型のものは自形，大型のものは他形を示し，Ｏ＝茶褐

色，Ｅ＝淡黄色を示す． 

 小安居島の黒雲母片岩(K & H111) は粗粒な部分では径 1 mm に近い黒雲母の底面が片理面を構成す

るので，片理に沿って割れた面には強い光沢がある．鏡下で観察すると，黒雲母(径0.2-1.5 mm)，石

英・斜長石・カリ長石(以上径0.1－0.5 mm)，板状不透明鉱物(径0.05－0.5 mm)，燐灰石，ジルコン，及

びモナズ石(以上径0.01－0.05 mm)を含む(第 12 図ａ)．黒雲母はＹ≒Ｚ＝赤褐色を示し，燐灰石，ジルコ

ン及びモナズ石の自形小結晶を包有する．黒雲母はジルコンに接して強い多色性ハロを生じている．不

透明鉱物は他形を示し，黒雲母結晶に挟まれて板状に見える．小安居島の珪質片岩は黒雲母片岩の中に

長径約30 m，幅 3 m 位のレンズ状岩体をなして産出し，この珪質片岩は更にレンズ状の長径約10 m，

幅 1 m 以下の角閃岩の小岩体を含む(第 11 図ｂ)．珪質片岩は塊状で層理ははっきりとは見えない．角閃

岩は暗緑色層状の部分と白い長石質の縞からなっている．角閃岩(K & H112)を鏡下で観察すると，径

0.1－0.5 mm の角閃石，斜長石，単斜輝石，及び石英と，径0.05－0.2 mm の不透明鉱物によって大部分

が構成される(第 12 図ｂ)．このほかに部分的に径0.1-0.3 mm の黒雲母を含み，副成分鉱物としてスフ

ェン，褐れん石，燐灰石，及びジルコン(以上径0.01-0.06 mm)を含む．角閃石は大きな結晶ではＺ軸

色が緑褐色を示し，大きな結晶の縁部と小さな結晶では緑色を示す．単斜輝石は 1 枚の薄片内でも偏在

し，角閃石結晶の密集部よりも斜長石と石英に富む部分に多く，黒雲母を含む部分には存在しない．黒

雲母も薄片内の径 5 mm 位の範囲内に局部的に偏在し，Ｙ≒Ｚ＝赤褐色を示す．黒雲母を含む部分では

単斜輝石を含まず，角閃石も周囲より少ない．以上の薄片内の鉱物の偏在は角閃岩が不均質な組成の原

岩に由来することを示すものと考えられる． 

 縞状片麻岩といえる岩相は本地域内ではほとんど分布しない．わずかに山口県前島の蒲野花崗閃緑岩

の捕獲岩体の黒雲母片岩の一部に黒雲母の濃集する縞と，黒雲母が少なく珪長質鉱物に富む縞が  2-3 

mm 幅で繰り返す片麻岩と呼びうる岩相が認められる程度である．深成岩と変成岩が層状に混在する岩

相は，縞状片麻岩とは区別して，ミグマタイトとして後述する． 
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第11図 雲母片岩と角閃岩の露頭写真 
ａ：山口県続島の雲母片岩，珪長質の岩脈がプチグマチックに褶曲している 
ｂ：愛媛県小安居島の珪質片岩に挟在する角閃岩(写真下部の黒色岩) 
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第12図 雲母片岩と角閃岩の顕微

ａ：愛媛県小安居島の黒雲母片岩(下方ニコルのみ，Bt：黒

ｂ：小安居島の単斜輝石角閃岩(下方ニコルのみ，Hb：角

 

a

 

鏡

雲母

閃石 

ｂ

写真 
) 
Pl：斜長石 Cpx：単斜輝石) 



 

 - 16 -

 
 

Ⅳ． 白亜紀火成岩類 
 

 

Ⅳ．1 概 要 

 

 本地域は山陽地方から四国北部に分布する片麻状ないし片状構造を持つ深成岩類と，山陽-山陰地方

に分布する塊状の深成岩類とが接する部分に位置する．本地域西隣の岩国-柳井地域では古くから深成

岩類について研究が行われてきた．岩国地域に分布する深成岩類は，領家古期花崗類，領家新期花崗

岩類，及び広島花崗岩類の  3 つに区分され，この順に貫入したことが露頭で確認されている(岡村，

1957，1967；東元ほか，1983など)． 

 本地域では倉橋島及び柱島地域の深成岩類を肉眼的な岩相の特徴によって，片麻状構造の顕著な花崗

岩類Ⅰ，弱い片状構造が認められる花崗岩類Ⅱ，塊状の花崗岩類Ⅲの3つに区分した．花崗岩類Ⅰ，花

崗岩類Ⅱ，及び花崗岩類Ⅲは岩相的に岩国地域の領家古期花崗岩類，領家新期花崗岩類及び広島花崗岩

類にほぼ相当する．本地域内の深成岩類は互いに海域で隔てられているので，花崗岩類の新旧関係を露

頭で決めることができない．ただ花崗岩類Ⅰ，花崗岩類Ⅱ，及び花崗岩類Ⅲの前後関係は，岩相対比さ

れる領家古期花崗岩類，領家新期花崗岩類及び広島花崗岩類の前後関係に同じと考えられるので，本報

告ではこの順に記述する．本地域の花崗岩類Ⅰはしばしば領家変成岩類の小岩体を捕獲しており，部分

的には深成岩と変成岩が混在するミグマタイト岩相を含む．また花崗岩類Ⅲには特殊な岩相として閃長

岩を伴うことがある． 

 白亜紀火成岩類としては深成岩類の他に，閃緑斑岩-マイクロダイオライト，花崗斑岩-花崗閃緑斑

岩，及び流紋岩の 3 種類の岩脈が分布している． 

 

Ⅳ．2 花 崗 岩 類 Ⅰ 

 

    ⅣⅣⅣⅣ．．．．2．．．．1    蒲野花崗閃緑岩蒲野花崗閃緑岩蒲野花崗閃緑岩蒲野花崗閃緑岩((((Ga)))) 

 岡村(1957)により蒲野片麻状花崗閃緑岩と呼ばれたもの．本報告では岩体名は模式地名＋岩石名で呼

ぶことにする．模式地は本地域南隣の久賀地域と南西隣の柳井地域にまたがる周防大島(屋代島)の北西

海岸(旧蒲野村)． 

 岩体の分布範囲(第 7 図参照)は山口県光市付近から東方に向かって二叉に分岐し，北側は光市から山

口県由宇町の海岸に達する．南側に分岐したものは山口県柳井市南部から周防大島西部を経て本地域内

の前島と黒島(岩国市)に至る．本岩体は領家変成岩類に貫入し，岩国地域で田尻花崗岩(花崗岩類Ⅰ相

当)，木部花崗岩(花崗岩類Ⅱ相当)，及び岩国花崗岩(花崗岩類Ⅲ相当)の貫入を受けている．模式地か

ら柳井-光市にかけての主岩相は片麻状構造の顕著な粗粒-中粒の角閃石黒雲母花崗閃緑岩ないしトーナ

ル岩で，部分的に石英閃緑岩，黒雲母花崗閃緑岩ないし花崗岩を含む．またミグマタイトを伴うことが

ある． 



 

 - 17 -

 本地域の前島と黒島では片麻状中-粗粒黒雲母花崗閃緑岩で，ときに白雲母やザクロ石を含み，模式

地に比べるとAl2O3 に富む傾向がある．前島では縞状片麻岩の捕獲岩体を含み，部分的にミグマタイト

状になる． 

 前島の試料(K&H61)を鏡下で観察すると，石英，斜長石及び黒雲母は同じ鉱物同士が長く伸びなが

ら  3-4 個連結して片麻状構造を形成しているのが見える．主成分鉱物は石英・斜長石(以上径1-6 

mm)，黒雲母(径0.2-1 mm)，カリ長石(径 1-3 mm)である．また，副成分鉱物として白雲母(径0.1－

0.5 mm)，ざくろ石，ジルコン(以上径0.05－0.2 mm)を含む．石英は他形を示し，著しいサブグレイン

化と波動消光をする．斜長石は自形-半自形を示し，縁部を除くと累帯構造がほとんどない．斜長石が

カリ長石と接する部分にはまれにミルメカイトを生じている．黒雲母はＹ≒Ｚ＝赤味がかった褐色を示

す．また，黒雲母結晶の外周を白雲母の小結晶が囲んでいることがある． 

 本岩体の放射年代値は岩国－柳井地域内の試料について黒雲母の K-Ar 年代値として84 Ma(河野・植

田，1966：年代値は原著の値，以下同じ)と89.5±4.5 Ma(東元ほか，1983)の  2 個の値が報告されてい

る．Rb－Sr 法では茂野・山口(1976)により，全岩アイソクロン法で86.6±32.3 Ma，全岩－黒雲母アイソ

クロン法で91.3±4.0 Ma と102.1±4.0 Ma の  3 個の値が，岡野・本間(1983)によって大畠花崗閃緑岩と

蒲野花崗閃緑岩の  2 岩体による全岩アイソクロン法で92.7±2.5 Ma と，全岩-鉱物アイソクロン法で

90.8±0.4 Ma，91.4±1.0 Ma，及び87.3 Ma の４個の値が出されている．一方最近開発されたモナズ石

の CHIME 法では Suzuki et al.，(1994)によって95.2±3.9 Ma という値が示された．以上の年代値は白

亜紀後期の初め頃の値を示しており，領家変成岩類の年代値よりもやや若いが接近している． 

 

    ⅣⅣⅣⅣ．．．．2．．．．2    菊間ト－ナル岩菊間ト－ナル岩菊間ト－ナル岩菊間ト－ナル岩((((Ki)))) 

 本岩体は桃井(1957)の菊間花崗岩類，及び宮久・平岡(1970)の菊間型花崗閃緑岩に相当するが，カリ

長石に乏しいので，菊間トーナル岩と呼ぶ．本岩体は越智(1982)によって松山花崗閃緑岩(本報告では

花崗岩類Ⅱに区分)に連続する高縄(トーナル)岩体に含められた．しかしその後越智(1991)は高縄岩体

を3つに分割して菊間岩体を再び区別した．菊間ト－ナル岩は主として本地域東隣の今治西部地域内の

愛媛県高縄半島菊間町から玉川町にかけて分布し，北西海上への延長部が本地域内の安居島に達するも

のと考えられる．本岩体は安居島で領家変成岩類に注入してミグマタイトになっている．一方今治西部

地域内では，南側の北条花崗岩に貫入される(宮久・平岡，1970；越智，1982)．菊間トーナル岩の岩相

は高縄半島では全体に片麻状構造が発達する中-粗粒トーナル岩ないし石英閃緑岩で，部分的にカリ長

石を比較的多く含む花崗閃緑岩質の岩相を示す． 

 本地域内の安居島では中－粗粒単斜輝石含有角閃石黒雲母トーナル岩で，東北東－西南西方向の顕著な

片麻状構造が発達する(第13図 a). 

 安居島の試料(K&H107A)を鏡下で観察すると，主成分鉱物は斜長石(径0.3-10 mm)，石英(径0.5-4 

mm)，黒雲母(径0.2-2 mm)，角閃石(径0.1-0.3 mm)，及び単斜輝石(径0.2-0.4 mm)からなる．副成分

としてカリ長石(径0.3-1 mm)，スフェン・褐れん石(以上径0.05-0.3 mm)，ジルコン・燐灰石・不透明

鉱物(以上径0.05-0.1 mm)を含む．径0.6-1 cm の斜長石は斑状自形を示すがその他の小型結晶は半自形 

-他形を示す．斜長石にはほとんど累帯構造がない．斜長石がカリ長石に接する部分にはまれにミルメ 
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第13図 菊間ト－ナル岩の露頭写真 
ａ，ｂ：愛媛県安居島港南西海岸．花崗岩類Ⅰの典型的な岩相；造岩鉱物が定向配列して片状になるだけでなく，鉱物が層状に 
集合して縞状構造を作る 
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カイトを生じていることがある．黒雲母(Ｙ≒Ｚ＝赤褐色)は底面を平行に配列して片理を形成し，更に

黒雲母同士が底面の伸長片理と平行方向に数個から数10個も連なるのでな縞状構造が肉眼的にも(第13

図 b)，鏡下でも(第14図 a, b)顕著に認められる．石英は波動消光とサブグレイン化が著しい．また石

英粒子が片理方向に伸長して長石類と珪長質鉱物の層をなし，黒雲母や角閃石に富む優黒質層と互層し

て縞状構造になる．角閃石(Ｚ＝緑色)はレリック状単斜輝石の外側にｃ軸を平行にして外套成長してい

る．副成分鉱物のうち，スフェンと燐灰石はいずれも自形を示し，黒雲母に伴う． 

 

    ⅣⅣⅣⅣ．．．．2．．．．3    ミグマタイトミグマタイトミグマタイトミグマタイト((((mi)))) 

 花崗岩類Ⅰは領家変成岩類を捕獲しており，その一部には地質図に表現できる範囲でミグマタイトと

呼びうる産状を示す． 

 山口県久賀町前島の北岸では母岩の蒲野花崗閃緑岩から漸移的に黒雲母に富む暗褐色－緑褐色の部分

と珪長質鉱物とザクロ石を含む白色の部分が縞状に重なるミグマタイトに移化する(第15図)．ミグマタ

イト中には礫状の珪質片麻岩(第15図 a 中央：Si)や角閃岩(第15図 b 左下：Am)が，原岩の層理面をミ

グマタイトの縞状構造と斜交した状態で含まれているのが見られる．これらは周囲のミグマタイトが流

動化した際も堅い岩石として存在し，流動によって回転したものと考えられる． 

 愛媛県北条市安居島東海岸では菊間トーナル岩の領家変成岩類への注入によるミグマタイトが見られ

る(第16図 a, b)．ここでは中－粗粒の白っぽいトーナル岩が細粒の黒雲母片岩の片理面に沿って注入し, 

脈幅 1 m 以上から薄いものでは 1 cm 以下で粗粒鉱物 1 個分の厚みしかない部分や，レンズ状に孤立し

たものまで見られる．ミグマタイトでは注入したトーナル岩側に急冷相が認められず，領家変成岩類に

は接触変成作用が認められない． 

 

Ⅳ．3 花 崗 岩 類 Ⅱ 

 

    ⅣⅣⅣⅣ．．．．3333．．．．1111    松山花崗閃緑岩松山花崗閃緑岩松山花崗閃緑岩松山花崗閃緑岩((((Mgd, Mto)))) 

 桃井(1957)の松山花崗岩，岡村(1967)の松山花崗閃緑岩，宮久・平岡(1970)の松山型花崗閃緑岩に相

当する． 

 松山花崗閃緑岩は愛媛県松山市北東部から高縄半島の大部分を占めて分布し，西方海上への延長部が

本地域内の中島北部と大館場島及び小館場島に分布している．高縄半島では粗粒な角閃石黒雲母花崗閃

緑岩で，弱い片状構造を持つ．他の岩体との関係は，高縄半島中部では東西方向に伸長する数列の石英

閃緑岩のレンズ状岩体(河野(型)閃緑岩)を捕獲し，湯山(型)及び笠松山・葛谷(型)花崗岩に貫入される 

(宮久・平岡，1970)． 

 本地域内の松山花崗閃緑岩は中島北部で領家変成岩類を捕獲し，南側を塊状の黒雲母花崗岩に，北東

側を歌崎花崗岩にそれぞれ貫入されている(石橋，1960)．中島北部では中-粗粒の単斜輝石含有角閃石

黒雲母花崗閃緑岩ないしトーナル岩で，岩石中に分散した角閃石の長軸と黒雲母の底面が東西方向に伸

長した弱い片状構造を示す(第17 図)．また片状構造と同じ面内に伸長したレンズ状暗色包有物を含む．

また花崗閃緑岩に伴って中島大泊の北西海岸には径数10 m から200 m 位の細粒角閃石黒雲母トーナル 
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第14図 菊間トーナル岩の顕微鏡写真 
ａ：愛媛県安居島港南西の試料(下方ニコルのみ，Qz：石英 Pl：斜長石 Bt：黒雲母) 
ｂ：(クロスニコル) 
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第15図 前島のミグマタイトの露頭写真 
     山口県久賀町前島北西海岸．変成岩の岩片が周囲の層状構造に斜交し，回転している 

       ａ：珪質片岩(Si)を含むアグマタイト 
      ｂ：角閃岩(Am)を含むアグマタイト 
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第16図  安居島のミグマタイトの露頭写真 
ａ：雲母片岩(褐色細流部)に細かく注入する菊間トーナル岩(白色粗粒部) 
ｂ：菊間トーナル岩中の塩基性包有物(写真中央下部)は，トーナル岩注入の際に壁との摩擦によって回転している 
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第17図 松山花崗閃緑岩の露頭写真 
愛媛県中島北海岸．花崗岩類Ⅱの典型的な岩相；造岩鉱物の定向配列による片状構造を作るが、縞状にはならない 

 
 

岩の小岩体が分布している． 

 中島の試料(K&H91)を鏡下で観察すると，花崗閃緑岩(Mgd)の主成分鉱物は，斜長石(径1-8 mm)，

石英(径0.2-5 mm)，黒雲母(径0.2-3 mm)，カリ長石(径0.2-2 mm)，角閃石(径0.3-3 mm)，及び単斜 

輝石(径0.2-1.5 mm)からなり，副成分鉱物として，不透明鉱物(径0.05-0.2 mm)，スフェン(径0.05-

0.1 mm)，ジルコン，及び燐灰石(以上径0.02-0.08 mm)を含む．斜長石は半自形を示し，弱い累帯構造

を持つ．石英は他形で著しくサブグレイン化したり，サブグレイン化しないものでも波動消光が顕著で

ある．黒雲母はＹ≒Ｚ＝赤褐色を示し，変形によるキンクバンドを生じていることがある．角閃石は自

形でＺ＝緑褐色を示す．単斜輝石は自形を示し，単独結晶をなすものと，外側を角閃石の外套結晶が包

む場合がある． 

 

ⅣⅣⅣⅣ．．．．3333．．．．2222    東和花崗閃緑岩東和花崗閃緑岩東和花崗閃緑岩東和花崗閃緑岩(Tgd, Tto)    

 命名は岡村(1957)による．本岩体は本地域南隣久賀地域内の周防大島東部の山口県東和町から橘町に

分布し，更に北方の浮
うか

島，本地域内の山口県柱島の西岸と東岸の一部，端島北部，手島北部，及び保高

島に露出する． 

 本岩体は領家変成岩類とは端島南部と久賀地域内の周防大島及び東和町情島で接し，これを捕獲して

いる．周防大島橘町西部で蒲野花崗閃緑岩と接し，接触面が蒲野花崗閃緑岩の構造に斜交する(第７図)

ことから，蒲野花崗閃緑岩に貫入していると考えられる(岡村，1957)．柱島では柱島花崗岩が本岩体に
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貫入し，接触部付近では本岩体を捕獲しているのが観察される． 

 東和花崗閃緑岩の岩相は模式地の周防大島では部分的に片状構造が認められる粗粒の角閃石黒雲母花

崗閃緑岩ないし黒雲母花崗閃緑岩質で，西部ではややトーナル岩質に，東部では花崗岩に近い組成を示

す(岡村，1957)．本地域内では端島中-北部と柱島東部と西部に粗粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩が分布し, 

部分的に細粒黒雲母花崗閃緑岩に漸移する．また端島南西部と北海岸には粗粒黒雲母角閃石トーナル岩

の小岩体が分布するが，主岩相の花崗閃緑岩との関係は不明である．本花崗閃緑岩には部分的に弱い片

状構造が認められ，端島で西北西-東南東方向，柱島西部で北北西-南南東方向に発達している． 

 最も典型的な岩相を示す柱島西部の試料(Tgd，K&H74)を鏡下で観察すると，主成分鉱物は石英(径

0.5-8 mm)，斜長石(径 1-4 mm)，カリ長石(径 1-3 mm)，黒雲母(径0.2-3 mm，Ｙ≒Ｚ＝茶褐色)，及び

角閃石(径0.5-3 mm)からなり，副成分鉱物として，褐れん石(径0.1-0.8 mm)，スフェン・燐灰石・ジル

コン及び不透明鉱物(以上径0.05-0.3 mm)を含む．本岩石は黒雲母結晶が集合して径  3-8 mm のクロ

ットを作る．主成分鉱物のうち斜長石，角閃石，及び黒雲母は自形-半自形を示すが，石英とカリ長石

は他形を示す．石英は径0.2-0.3 mm 程度にサブグレイン化し，サブグレインの内部も波動消光をする．

端島の細粒黒雲母角閃石トーナル岩(Tto, K&H66)は肉眼でも鏡下でも片状組織は認められない．主成

分鉱物は斜長石(径0.2-4 mm)，角閃石(径0.1-1 mm)，石英(径0.1-0.3 mm)，及び黒雲母(径0.1-2 mm)

からなり，他に不透明鉱物・燐灰石及びジルコン(以上径0.05-0.2 mm)を含む．石英に弱い波動消光が

認められる以外には変形をうかがわせる組織は認められない． 

 本岩体の放射年代値は，茂野・山口(1976)が周防大島の試料について全岩-黒雲母アイソクロン法で

95.5±4.3 Ma，全岩-全岩アイソクロン法で76.8±49.2 Ma を報告している． 

 

    Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．3333．．．．3333    横島花崗閃緑岩横島花崗閃緑岩横島花崗閃緑岩横島花崗閃緑岩((((新称：新称：新称：新称：Ygd, Ygr, Yto)))) 

 横島花崗閃緑岩は倉橋町横島とその北西の小さな孤立岩と黒島の一部に分布する． 

 本花崗閃緑岩は花崗岩類Ⅱの中では比較的はっきりした西北西-東南東方向の片状構造を持っている．

また，横島の北部には片状構造に斜交して北北西-南南東方向の流理が認められることがある．本岩体

は径  1-5 cm のカリ長石斑晶を含む粗粒の角閃石黒雲母花崗閃緑岩(Ygd)，粗粒の黒雲母花崗岩(Ygr),

及び細粒の黒雲母角閃石トーナル岩(Yto)の 3 つの岩相からなり，脈状のペグマタイトとアプライトを

伴う．粗粒の花崗閃緑岩は横島の大部分と横島北西の孤立岩に分布し，横島南西部の粗粒花崗岩と細粒

トーナル岩に貫入する．横島花崗閃緑岩には暗色包有物がほとんど見られないが，横島南部には母岩の

花崗閃緑岩との境に凹凸があって，所々が途切れた細長い(幅 1 m，延長40 m 以上)雲形の塩基性包有

岩が見られる(第18図)．これは母岩が固結する前に貫入した塩基性岩脈が母岩の流動で変形したものと

考えられる．本岩体は周辺の他の深成岩体とは接していないが，閃緑斑岩と花崗斑岩の岩脈が貫入して

いる． 

 粗粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩(Ydg, K&H100)を鏡下で観察すると，主成分鉱物は石英(径0.5-10 

mm)，斜長石(径0.2-6 mm)，カリ長石(径1-5 mm：他形の結晶，自形の斑晶は上述)，黒雲母(径0.2-

2.5 mm，Ｙ≒Ｚ＝茶褐色)，及び角閃石(径0.5-1.5 mm, Ｚ＝緑色)からなり，副成分としてスフェン，燐

灰石，ジルコン，及び不透明鉱物(以上径0.02-0.1 mm)を含む．石英は著しくサブグレイン化し，サブ 
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第18図 synplutonic な塩基性岩脈の露頭写真 
倉橋町横島の南東海岸．塩基性岩脈は写真の上下方向にのびているが，母岩の流動でくびれたり，切れて岩脈本体から離れた 
りしている 

 
 

グレイン化した粒子にも波動消光が見られる．黒雲母，カリ長石，及び斜長石にも固結後の変形作用を

受けて劈開面や双晶片が湾曲している．斜長石は弱い累帯構造を持ち，カリ長石と接する縁部にはミル

メカイトを生じている．カリ長石には細い糸状パーサイトとマイクロクリン格子構造が認められる． 

 一方花崗閃緑岩の貫入を受けて捕獲されている粗粒黒雲母花崗岩(Ygr, K&H103) は主成分鉱物が，

石英(径0.5-10 mm)，斜長石(径0.5-6 mm)，カリ長石(径 1-5 mm)，及び黒雲母(径0.3-4 mm, Ｙ≒Ｚ＝ 

茶褐色)からなり，副成分として燐灰石とジルコン(径0.01-0.05 mm)を含む．母岩の花崗閃緑岩と同様

に，石英，斜長石，カリ長石，及び黒雲母に歪が認められる．カリ長石と斜長石の接する部分にはミル

メカイトが生じている． 

 倉橋町黒島南西部の領家変成岩類に貫入する岩体は便宜的に横島花崗閃緑岩の粗粒花崗岩に含めた．

黒島の花崗岩には副成分鉱物として白雲母を含む． 
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    Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．3333．．．．4444    柱島花崗岩類柱島花崗岩類柱島花崗岩類柱島花崗岩類((((新称：新称：新称：新称：Hf, Hc)))) 

 柱島花崗岩は山口県柱島群島のうち，柱島の主要部，中小島，手島南部に露出し，岩脈状岩体として

続島と小柱島の領家変成岩中にも貫入している．また，本岩体は柱島で東和花崗閃緑岩に貫入接触し，

その一部を捕獲している．接触部での貫入方向は北北西-南南東で，本岩体の分布する島々の分布方向

と一致している．恐らく本岩体は北北西-南南東方向に伸長しているのであろう． 

 本花崗岩は粒度によって粗粒黒雲母花崗岩(Hc)と，細-中粒黒雲母花崗岩(Hf)に区別される．粗粒花

崗岩中には白雲母やザクロ石を含むペグマタイトを伴うことがある．Hc と  Hf はいずれも均質で，暗

色包有物を含まない．片状構造は柱島ではあまり明瞭ではないが，手島では西北西－東南東方向を示し，

周辺の端島や横島の片状構造と調和的である．この片状構造は前述した貫入面及び岩体の伸長方向に斜

交することから，本岩体の貫入時に形成されたのではなく，他の岩体と同じく広域的な南北方向の圧縮

応力下で形成されたものと考えられる． 

 手島の粗粒黒雲母花崗岩(Hc, K&H72)を鏡下で観察すると，主成分鉱物は石英(径0.5-7 mm)，斜長

石(径0.5-5 mm)，カリ長石(径1-5 mm)，及び黒雲母(径0.2-3 mm，Ｙ≒Ｚ＝茶褐色)からなる．黒雲母

は集合して径 5-8 mm のクロットになることがある．このほか副成分としてジルコン・燐灰石(径0.02-

0.5 mm)を含む．半自形-自形の斜長石がカリ長石と接する場合には斜長石の一部がカリ長石側に張り

出して斜長石と石英の連晶からなるミルメカイトを生じている．また他形のカリ長石同士が接する場合

には，接合面に沿って径0.1-0.2 mm の卓状自形の曹長石質斜長石の小結晶が数珠玉状に連なり，その

中にもミルメカイトを生じている．石英にはサブグレイン化と波動消光が顕著である．斜長石は弱い累

帯構造を持ち，結晶内部に白雲母を含むことがある．カリ長石には細かいパーサイトとマイクロリン格

子構造が認められる． 

 

    Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．3333．．．．5555    歌崎花崗岩歌崎花崗岩歌崎花崗岩歌崎花崗岩((((Uc, Uf)))) 

 石橋(1960)の歌崎型花崗岩に相当する．石橋(1960)は中島中部-南部に分布する塊状黒雲母花崗岩(花

崗岩類Ⅲに相当)よりも新期の岩体としたが，片状組織を持っているので，本報告では花崗岩類Ⅱに区

分する． 

 本花崗岩は愛媛県中島北部の大泊から歌崎にかけてと，沖ノ孤島及び地ノ孤島に分布する．大泊の漁

港脇，歌崎及び地ノ孤島で松山花崗閃緑岩の径 1－10 m の捕獲岩を含むのが観察される．本岩体は大泊

付近の中-粗粒黒雲母花崗岩(Uc)と細粒白雲母黒雲母花崗岩(Uf)からなり，いずれも東西方向の弱い片

状構造を有する．東西方向の片状構造は中島北部の松山花崗閃緑岩の片状構造の方向と同じである． 

 中島歌崎の南西海岸の細粒白雲母黒雲母花崗岩(Uf, K&H94，第19図)を鏡下で観察すると主成分鉱

物は石英，カリ長石，斜長石，黒雲母(以上径0.1-1 mm)，及び白雲母(径0.1-2 mm)からなり，副成分

鉱物としてジルコンと不透明鉱物(径0.01-0.05 mm)をまれに含む．黒雲母はＹ≒Ｚ＝暗褐色を示し，自

形板状結晶の底面を平行に配列して片状構造を作る．これに対して白雲母は他形で，底面の方向は片状

構造と斜交し，しばしば径 2 mm 位の斑状結晶になる．石英には軽微な波動消光が見られるが，ほとん

どサブグレイン化していない．カリ長石は片状構造の面内に長く伸びた柱状半自形-他形結晶で，内部

に石英の小結晶を包有する． 
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第19図 歌崎花崗岩の顕微鏡写真 
愛媛県中島歌崎南西海岸 (下方ニコルのみ，Bt：黒雲母) 

 
 

Ⅳ．4 花 崗 岩 類 Ⅲ 

 

 花崗岩類Ⅲは Kojima(1954)が単一の岩体として広島花崗岩と呼んだものであるが，後に細分される

ようになった．本報告では細分された岩体について東元ほか(1985)の岩体名を使用する． 

 

    Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．4444．．．．1111    大地蔵花崗岩大地蔵花崗岩大地蔵花崗岩大地蔵花崗岩((((Ojc, Ojm)))) 

 東元ほか(1985)命名． 

 大地蔵花崗岩は本地域北東部の広島県上蒲刈島南部，上黒島，下黒島から北隣の呉地域内下蒲刈島南

部に分布する． 

 本花崗岩は粗粒の角閃石含有黒雲母花崗岩ないし花崗閃緑岩(Ojc)，中粒黒雲母花崗岩(Ojm)，及び

細粒白雲母含有黒雲母花崗岩からなり，前2者が本地域内に分布する．本花崗岩には片状組織がなく塊

状である．本花崗岩は呉地域内で玖珂層群相当の芸予層に貫入し，本地域北東部の上蒲刈島黒鼻で弱い

片状構造を有する中－粗粒黒雲母花崗岩(地質図では Uc として表現)を捕獲している． 

 上黒島の粗粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩(Ojc, K&H117)を鏡下で観察すると，主成分鉱物は石英(径

0.5-10 mm)，斜長石(径0.3-12 mm)，カリ長石(径1-5 mm)，黒雲母(径0.2-2.5 mm，Ｙ≒Ｚ＝暗褐色)，

及び角閃石(径0.5-4 mm，Ｚ＝緑褐色)からなり副成分として褐れん石(径0.1-0.5 mm)，不透明鉱物(径

0.05-0.2 mm)，スフェン(径0.05-0.1 mm)，ジルコン・燐灰石(径0.02-0.06 mm)を含む．黒雲母と角閃

石は集合して径 1-5 mm のクロットになる．黒雲母は燐灰石・ジルコン・褐れん石を包有し，ジルコン
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と褐れん石に接する部分には多色性ハロを生じている．石英はサブグレイン化し，波動消光を示す．カ

リ長石同士が接する部分には接合面に沿って曹長石質斜長石の粒界結晶が並び，斜長石内にミルメカイ

トを生じている．石英，斜長石，及び角閃石には固結後の圧砕による結晶間を貫く割目が発達してい

る．この割目は石英に最も顕著で，斜長石と角閃石にも認められるが，カリ長石内にはほとんど見られ

ない． 

 

    Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．4444．．．．2222    音戸花崗閃緑岩音戸花崗閃緑岩音戸花崗閃緑岩音戸花崗閃緑岩((((On)))) 

 命名は東元ほか(1985)． 

 音戸花崗閃緑岩は倉橋島北部，呉地域内の音戸町田原から波多見にかけて分布するとされる(東元ほ

か，1985)．本報告では呉地域の岩体から離れてはいるが，分布と岩相の共通性から本地域北部の音戸

町藤 脇
ふじのわき

と東能美島の大柿町深江周辺に分布する岩体も音戸花崗閃緑岩に含める．本花崗閃緑岩と呉花

崗岩の関係は漸移的に見える部分が多いが，藤脇では呉花崗岩中に本花崗閃緑岩の径 3-10 m の捕獲岩

が見られることから，音戸・藤脇・深江の岩体も同様に呉花崗岩に捕獲されて分布が離れたものと考え

られる． 

 本岩は径 1-3 cm のカリ長石自形斑晶を含むことが多いのが特徴である．大柿町深江の試料(K&H17)

を鏡下で観察すると，主成分鉱物は石英(径0.3-4 mm)，斜長石(0.2-5 mm)，カリ長石(1-30 mm)，黒

雲母(径0.2-2 mm，Y≒Z＝茶褐色)，及び角閃石(径0.3-4 mm，Z＝緑色)からなり，副成分として褐れん

石(径0.2-0.8 mm )，スフェン(径0.05-0.2 mm)，ジルコン(径0.02-0.1 mm)及び燐灰石(径0.02-0.05 

mm)を含む．斑晶のカリ長石は，黒雲母・角閃石・石英・斜長石の小結晶を包有している．大地蔵花

崗岩と同様に，本花崗閃緑岩の石英・斜長石・角閃石にはこれらの鉱物を貫く圧砕による割目が発達し

ているが，カリ長石には割目が認められない．斜長石には累帯構造が発達する．斜長石とカリ長石の接

触する部分にはミルメカイトが認められる． 

 

    Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．4444．．．．3333    呉花崗岩呉花崗岩呉花崗岩呉花崗岩((((Kut, Kuc, Kuf)))) 

 命名は東元ほか(1985). 

 呉花崗岩は本地域北部から北隣の呉地域内に広がっているが，呉地域以北と以東については範囲が決

められていない．本地域内では，広島県倉橋島・呉市情島・小情島・鈴鹿島・弁天島・鹿島・羽山島・

笹小島・東能美島・長島・沖野島・大黒神島・甲島及び山口県姫小島に分布する． 

 本花崗岩は倉橋島北部の音戸町藤脇付近と東能美島西部で音戸花崗閃緑岩の一部と考えられる小岩体

を捕獲している．東能美島の陀峯山東方と南海岸にも径  1-5 m の音戸花崗閃緑岩の捕獲岩を含む．ま

た，倉橋島の南西部の倉橋町大向
おおこう

周辺と鹿島砠之元付近及び大黒神島南海岸では玖珂層群に由来すると

考えられる泥質岩と砂岩のホルンフェルスないし黒雲母スレートの径 1-10 m 規模の捕獲岩を含んでい

る．北隣の呉地域内では本花崗岩が，玖珂層群相当の芸予層と白亜紀火山岩類の高田流紋岩類に貫入し

てこれらに接触変成作用を与えている．一方本花崗岩に対しては，白亜紀と中新世の岩脈が多数貫入し

ている．呉花崗岩の岩相は多様であるが，大きく分けると中-粗粒黒雲母花崗岩(Kuc)，細粒黒雲母花

崗岩(Kuf)，及び細粒-中粒の単斜輝石含有黒雲母角閃石閃緑岩ないし角閃石黒雲母ト－ナル岩(Kut)の
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3つからなる． 

 中-粗粒黒雲母花崗岩(Kuc)は呉花崗岩の主岩相で，模式地の呉地域内から本地域北部の島嶼，特に

倉橋島に広く分布する．中-粗粒黒雲母花崗岩のうち，倉橋島の早瀬・宇和木・桂浜付近，鹿島東部，

及び甲島には角閃石を含み，部分的に花崗閃緑岩に近い岩相になる部分がある．また東能美島，沖野

島，呉市情島，及び小情島には白雲母を含む岩相が分布する．角閃石と白雲母が共存する岩相はなく，

両者の分布は離れている．白雲母を含む岩相にはミアロリティクな晶洞や大型の自形結晶からなるペグ

マタイトをよく伴う．東能美島南西の秀地海岸のペグマタイトからは 3 相のカリ長石(正長石・微斜長

石及び氷長石)，石英，曹長石，黒雲母，白雲母，ざくろ石，緑れん石，黄玉，束沸石，カオリナイト, 

及びモンモリロナイトの産出が記載されている(渋谷・北風，1969)．本花崗岩には片状構造や暗色包有

物はほとんど認められないが，中-粗粒黒雲母花崗岩の岩相内にはしばしば第20図に示すようなシュリ

ーレン構造が認められる．これは黒雲母や角閃石の含有量の違いによる明暗の縞模様で，花崗岩マグマ

の流動を示す流理と考えられる．シュリーレン構造は水平ないし30度位のゆるい傾斜を示し，波うった

り塊状花崗岩に切られたりしており，黒雲母には定向配列が認められない．この点でシュリーレンは花

崗岩類ⅠやⅡに認められる片麻状構造や片理とは明らかに異なる．シュリーレンの走向は倉橋島中-西部

から東能美島では北西-南東ないし西北西-東南東方向が多い．また倉橋島南東部では東北東-西南西

方向のものが卓越する傾向が認められる．倉橋島南東部では径 1-3 cm の斑状カリ長石もシュリーレン

を形成することがある．鹿島南部では中-粗粒岩相が変質作用を受けて黒雲母が淡色の緑泥石になった

り，長石が白濁している．部分的には珪化岩も見られる． 

 細粒黒雲母花崗岩(Kuf)は東能美島-沖野島-大黒髪島南東部にやや大規模に分布し，倉橋島では岩脈

状に伸びた産状を示す．細粒黒雲母花崗岩は黒雲母が中-粗粒岩相よりも少なく，白雲母を含むことが

多い．呉市情島では白雲母に加えてざくろ石を含むことがある．細粒黒雲母花崗岩は主岩相の中-粗粒

黒雲母花崗岩に貫入してこれを捕獲することがある．北隣の呉地域内では本岩相が主として岩脈状の産

状を示すことから，吉田(1961)は二 河
 に こう

複合岩脈群と呼んだが，東元ほか(1985)は呉花崗岩の岩相の 1 つ

とした．この細粒黒雲母花崗岩は本地域では主に岩脈状を示すが，広島県と山口県境の甲島では粗粒角

閃石含有黒雲母花崗岩を覆うように水平面で接する．甲島の産状は広島地域(高橋, 1991)で成層構造と

して大規模に発達するのに似ている．このように細粒花崗岩が中-粗粒花崗岩の天井をなして垂直方向

に累帯構造をなす機構は，1 つの可能性として細粒花崗岩のメルトが中-粗粒花崗岩のマグマよりも密度

が小さかったため，花崗岩マグマの上部に移動して水平方向に広がって生じたと考えられた(高橋，

1993). 

 細-中粒単斜輝石含有黒雲母角閃石閃緑岩ないし角閃石黒雲母トーナル岩(Kut)は鹿島中部にのみ分

布する．鹿島西部の海岸では主岩相の中-粗粒の黒雲母花崗岩が岩脈状に本岩相に貫入しているところ

が見られる．以下に3つの岩相を代表する岩石の鏡下での特徴を述べる． 

 倉橋島納
おさめ

西方の呉石材合資会社の石切り場の試料(K&H50)は典型的な粗粒黒雲母花崗岩(Kuc)で淡紅

色のカリ長石が美しい．鏡下で観察すると，主成分鉱物は，石英(径1-7 mm) ,  カリ長石(径3-15 

mm)，斜長石(径0.5-5 mm)，及び黒雲母(径0.2-2.5 mm, Ｙ≒Ｚ＝暗褐色ないし帯緑暗褐色)で，副成分

鉱物として褐れん石(径0.1-0.3 mm)，蛍石(径0.5-1 mm)，ジルコン，及び燐灰石(径0.02-0.05 mm)を 
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第20図 呉花崗岩に見られるシュリーレン(流理構造) 
ａ：広島県と山口県の境の甲島に見られる層状シュリーレン 
ｂ：倉橋島桂浜(宮ノ浦)北東の倉橋石材工業(株)の石切場内部に見られるシュリーレン 
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含む．この他に石英中にまれに径0.1 mm 位の白雲母を含むことがあり，緑泥石化した黒雲母中に不透

明鉱物を含むことがある．石英にはサブグレイン化と波動消光が認められるが，あまり顕著ではない．

カリ長石には幅の広いパーサイトと微斜長石の格子構造が見られる．カリ長石同士の間にはまれに粒間

斜長石を生じ，斜長石内部にミルメカイトを生じていることがある．斜長石の内部には自形に成長して

いたことを示す累帯構造を残すが，外縁でカリ長石に接する部分では石英や他の斜長石と接する部分よ

りも外側に突き出した他形の外形になっている．ジルコンは黒雲母に黒いハロを与えている． 

 東能美島の陀 峯
 だ ぼう

山付近の細粒白雲母含有黒雲母花崗岩(Kuf, K&H5)は灰色の花崗岩である．鏡下で

観察すると，主成分鉱物は石英(径0.1-1.5 mm)，カリ長石(径0.5-1 mm), 斜長石(径0.1-4 mm)，黒雲

母(径0.1-1mm，Ｙ≒Ｚ＝暗褐色)，及び白雲母(径0.05-0.5 mm)からなり，副成分鉱物として蛍石(径

0.1-1 mm)，ジルコン・不透明鉱物(径0.02-0.1 mm)を含む．呉花崗岩中の白雲母は石英や斜長石に含

まれていたり，黒雲母に伴う場合があるが，東能美島や呉市情島では単独の結晶として含まれている．

斜長石にはほとんど累帯構造がない．また斜長石とカリ長石の接触部にもミルメカイトは生じていない． 

 鹿島西部の細粒角閃石黒雲母トーナル岩(Kut, K&H43)を鏡下で観察すると，主成分鉱物は斜長石(径

0.3-4 mm)，石英(径0.1-1.5 mm)，黒雲母(径0.2-1.5 mm Ｙ≒Ｚ＝茶褐色)，及び角閃石(径0.3-2 mm,

Ｚ＝緑褐色)からなり，副成分鉱物として不透明鉱物(径0.05-0.2 mm)，燐灰石(径0.02-0.1 mm)，褐れ

ん石(径0.1-0.8 mm)，スフェン(径0.05-0.1 mm)，及びジルコン(径0.05-0.2 mm)を含む．本岩は不透

明鉱物が多いことと，ジルコン結晶が比較的に大粒である点が特徴である． 

 呉花崗岩の黒雲母 K-Ar 年代測定は東元ほか(1985)によって，呉地域内の中-粗粒黒雲母花崗岩につ

いて81.6±4.1 Ma と89.0±4.5 Ma という値が，細粒黒雲母花崗岩について79.7±4.8 Ma と85.7±4.3 

Ma という合計４個の年代値が報告されている． 

 

    Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．4444．．．．4444    閃長岩閃長岩閃長岩閃長岩((((Sy)))) 

 本地域内の閃長岩は渋谷・北風(1969)が既に言及している．閃長岩は本地域では呉花崗岩の分布域に

のみ見いだされるが，瀬戸内海各地の他の深成岩体にも随伴しており(吉田，1961；村上，1976など)，

呉花崗岩に固有の岩相ではない． 

 本地域の閃長岩は倉橋島東海岸，東能美島南西部，大黒神島及び甲島に幅20 cm ないし 5 m，延長 2 

m ないし100 m 規模の薄い板状の分布をする．閃長岩の近くでは母岩の呉花崗岩は一般に強く破砕され

ており，花崗岩中に見えるいく筋かの割目に沿って紅色のカリ長石に富み石英に乏しい閃長岩を産する

(第21図)．閃長岩には径 1-5 cm の塊状の褐鉄鉱を伴うことがある．母岩の花崗岩と閃長岩の間は漸移

的で境界は認められない．これらの産状から閃長岩は Murakami(1959)が述べたように花崗岩中の割目

に沿ったアルカリの交代作用で生じたものであろう． 

 倉橋島東端の亀ケ首の閃長岩(K&H59)を鏡下で観察すると，主成分鉱物はカリ長石(径2-10 mm)，

斜長石(径0.2-4 mm)，緑泥石(径0.05-2 mm)，及び緑れん石(径0.01-0.4 mm)からなり，副成分として

ジルコン・燐灰石(径0.02-0.1 mm)，及び石英(径0.1 mm±)を含む．カリ長石は全体の約 6 割を占め，

微斜長石格子構造を示す(第22図)．斜長石は一般に著しく破砕されている．緑泥石は径0.05 mm 前後

の小球状集合体をなすものと黒雲母を置換するものとがあり，後者はもとの包有物として燐灰石とジル 



 

 - 32 -

 

第21図 閃長岩の露頭写真 
ａ：倉橋島亀ヶ首南東海岸．写真の脈状赤褐色部が閃長岩．母岩(呉花崗岩)の割れ目に沿って紅色のカリ長石の量が多くなる 

鉱脈鉱染状の産状を示す． 
ｂ：倉橋島上脇南海岸の閃長岩 
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第22図 閃長岩の顕微鏡写真 
倉橋島亀ヶ首南東海岸産(直交ニコル)．破砕した斜長石(Pl)とマイクロクリン格子構造のカリ長石(Kf)からなり，石英をほと 
んど含まない 

 
 

コンを含む．緑れん石は自形を示す比較的大きな(径0.1-0.4mm)結晶と，割目を充める他形の小結晶か

らなるが，どちらもほぼ無色でレターデーションの低いクリノゾイサイトタイプである． 

 

Ⅳ．5 白 亜 紀 岩 脈 
 

 ⅣⅣⅣⅣ．．．．5555．．．．1111 閃緑斑岩及びマイクロダイオライト閃緑斑岩及びマイクロダイオライト閃緑斑岩及びマイクロダイオライト閃緑斑岩及びマイクロダイオライト((((p)))) 

 閃緑斑岩及びマイクロダイオライトの岩脈はあまり多くはない．脈幅は  1 m 以下である．大きく見

ると倉橋島を南北に貫いて音戸町早瀬北東-倉橋町 釣
りょう

士田
し だ

-宇和木峠-倉橋-長串鼻に至る東側の一群と，

東能美島陀峯山東-長瀬鼻-倉橋島灘南-横島・黒島に至る西側の一群の二列があるように見える．これ

らの岩脈は大部分が呉花崗岩に，一部が横島花崗閃緑岩と領家変成岩類に貫入する．露頭では第23図に

示すように，岩脈が食い違って見える部分でも，母岩中に対応する断層面がみられないことがある．こ

れは岩脈の貫入時には呉花崗岩は完全には固結していなかったことを示すと考えられる． 

 宇和木峠の試料(角閃石マイクロダイオライト，K&H32)は灰色で一見すると砂岩のように見える．

これを鏡下で観察すると，主成分として斜長石(径0.2-1 mm)，角閃石(径0.1-1 mm，Ｚ＝緑褐色)，及び

緑泥石化した輝石(径0.5-1.5 mm)の仮像が組合わさった完晶質の組織を持つ．副成分及び変質鉱物 

として緑泥石・スフェン・燐灰石・不透明鉱物(径0.02-0.1 mm)を含む．またまれに外側を緑色角閃石

に囲まれ，波動消光を示す石英(径 1 mm±)が含まれることがある．この石英は花崗岩に由来する捕獲 
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第23図 閃緑斑岩岩脈の露頭写真 
倉橋島大迫南東海岸．岩脈が食い違っている 

 
 
 

結晶で，石英周囲の角閃石は反応縁と考えられる． 

 

    Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．5555．．．．2222    花花花花崗斑岩及び花崗閃緑斑岩崗斑岩及び花崗閃緑斑岩崗斑岩及び花崗閃緑斑岩崗斑岩及び花崗閃緑斑岩((((Gp)))) 

 花崗斑岩は呉地域内の音戸瀬戸を挟んで倉橋島音戸町から呉市休山半島にかけて多数貫入しており，

吉田(1961)により音戸岩脈群と呼ばれた．本地域内の音戸岩脈群と同質の花崗斑岩及び花崗閃緑斑岩は

呉花崗岩が分布する倉橋島，東能美島，及び鹿島では脈幅数10 m から200 m に達し，北北東-南南西方

向に多数貫入している．これよりも小規模な花崗斑岩は南方の領家変成岩や花崗岩類Ⅰ及び花崗岩類Ⅱ

の分布域にあたる山口県端島，保高島，柱島，広島県横島，白石，愛媛県安居島，及び小安居島にも分

布し，北北東-南南西方向に貫入している．更に南方の松山市北部-北東部にも同種の花崗斑岩の岩脈群

が分布している(第７図)．花崗斑岩は細粒の石基中に径 1-5 cm のカリ長石，径 1 cm に達する球状高

温型石英・斜長石及び径 1-5 mm の黒雲母の斑晶を含む(第24図)．呉市情島と鹿島ではカリ長石斑晶が

少なく，黒雲母と角閃石斑晶の多い花崗閃緑斑岩の岩脈が分布している．石基は隠微晶質なものと微文

象構造になるものがある． 

 花崗斑岩の放射年代値は愛媛県松山市北方の試料について，全岩  K-Ar 法で81.2±1.8 Ma と  

82.7±1.8 Ma の 2 つの値が報告されている(田崎・板谷ほか，1990). 
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第24図 花崗斑岩の露頭写真 
倉橋島音戸町藤脇北方林道 

 
 
 

    Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．5555．．．．3333    流紋岩流紋岩流紋岩流紋岩((((rh)))) 

 流紋岩岩脈は倉橋島鹿
か

老
ろう

渡
と

，鹿島及び羽山島で呉花崗岩に貫入している．脈幅が 2-10 m の灰白色無

斑晶質ないし斜長石斑状流紋岩で，まれに黒雲母の小結晶が肉眼で認められる．羽山島の試料

(K&H120)は斜長石(径 1-5 mm)と黒雲母(径0.3-2 mm，変質)斑晶を含む．石基は隠微晶質の珪長質鉱

物からなる． 

Ⅴ．中 新 統 

Ⅴ．1 高 浜 層 群(Ta) 

 

 高浜層群は愛媛県松山市北方の高浜付近に分布する礫岩を主体とする堆積岩類と安山岩類からなる地

層について，永井(1963)が命名したものである．本報告では山口県柱島東部の海岸にわずかに分布する

礫岩を高浜層群に対比する． 

 柱島の礫岩露頭を第25図に示す．礫は大部分が淘汰不良の径 1 cm-1 m の花崗岩及び花崗閃緑岩の亜

角礫と少量の径 5-10 cm の緻密質の安山岩角礫からなり，基質はアルコーズ質である．地層には層理

が認められない．礫岩は海岸から15 m ほどの高さまで露出し，東和花崗閃緑岩にアバットしている． 
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第25図 高浜層群の礫岩露頭写真 
山口県柱島北東海岸 

 
 

また礫岩の一部は後述の瀬戸内火山岩類に貫入されている．化石は発見されていないが，瀬戸内火山岩

類に貫入されているので，中期中新世かそれ以前に堆積したと考えられる． 

 

Ⅴ．2 瀬戸内火山岩類(An, D) 

 

 瀬戸内海に点在する新生代第三紀の火山岩については，従来研究対象の捉え方に応じていろいろな呼

称が使われており，一定していない．本報告では巽・横山(1978)の用法に従って，本地域内に産する中

期中新世の火山岩類についてこの用語を用いる．すなわち瀬戸内火山岩類には中(-塩基)性火山岩に限

らず酸性の火山岩も含むが，年代が後期中新世になる火山岩は除外する． 

 第７図に示すように，瀬戸内火山岩類は瀬戸内海西部では主として山口県皇
おう

座
ざ

山-防予諸島-愛媛県高

縄半島に点在しており(白木ほか，1989など)，本地域はその主分布域から北にはずれている．本地域内

では中島については従来からその存在が知られていた(石橋，1960など)が，山口県柱島と広島県倉橋島

での分布は今回の調査で明らかになった．本地域内の瀬戸内火山岩類はいずれも小規模な岩脈ないし岩

頸をなし，溶岩状のものはない．以下地域別に記述する． 

    中島中島中島中島 中島では島の各地に瀬戸内火山岩類の岩脈が東西ないし北東-南西方向に貫入し，岩質はかん

らん石斜方輝石単斜輝石玄武岩質安山岩から黒雲母ざくろ石流紋岩まで多様である(石橋，1960)．本地

域に含まれる中島北東部では，大泊-歌崎の海岸と，その西方海中に孤立する崩磯(通称ふぐり岩)に分
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布する．大泊北方の東海岸には瀬戸内火山岩類の斜方輝石かんらん石単斜輝石安山岩岩脈が基盤の歌崎

花崗岩に接する部分が露出している(第26図)．ここでは花崗岩は接触部から5-10 m の幅で破砕されて

角礫化している．安山岩は接触部から花崗岩の角礫化部分に小さな枝を出す場合もあるが，岩脈の本体

は接触部から  5 m ほどの範囲は接触面に垂直な柱状節理と平行な細かい板状節理を生じている．さら

に内側に径30 cm 前後の柱状節理を生じる中心部が10 m ないし15 m の厚みを持っている．内側の柱状

節理は必ずしも壁に垂直な方向に発達せず，部分によっては壁に平行な方向に伸びるものもある． 

 この試料(K&H96，第27図)を鏡下で観察すると斑晶は普通輝石(径0.2-1.5 mm)，かんらん石(径0.2- 

5 mm)，及び斜方輝石(径0.2-1 mm)からなり，石基は短冊状斜長石，淡褐色ガラス，斜方輝石，普通

輝石，不透明鉱物，及び燐灰石を含む．岩石はハイアロオフィティックないし填間状組織を示す．かん

らん石斑晶は部分的に変質しているが，おおむね新鮮であり，内部には褐色スピネルの微結晶を包有し

ている．普通輝石斑晶はかんらん石を包有することがある．またセクター構造と累帯構造を示すものも

ある．この他まれに石英と斜長石を捕獲結晶として含む．捕獲結晶の表面は融解したガラスと，これが

安山岩メルトに反応して生じた普通輝石に囲まれている．本岩のモード組成・全岩化学組成及び全岩 

K-Ar 年代測定結果を第 1 表に示す．化学組成では無水状態で SiO2 が安山岩相当の56.1％含まれている

のに対して  MgO が8.9％に達しており，佐藤(1981)及び白木(1993)の定義による高マグネシア安山岩

に相当する．全岩 K-Ar 年代値は13.3±0.7 Ma を示し，中期中新世に当る． 

    柱島柱島柱島柱島 柱島では北東の海岸に沿って北西-南東方向に伸長した幅約100 m の岩脈ないし岩頸が 3 箇所 

 

第26図 中島の瀬戸内火山岩類(高マグネシア安山岩)の露頭写真 
大泊北方の海岸．安山岩脈は貫入面に沿って母岩の歌崎花崗岩を細かく破砕し，花崗岩の破砕部にも枝分かれして貫入してい 
る．写真左側の安山岩脈本体には細かい冷却節理が発達している 
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第27図 中島の瀬戸内火山岩類(高マグネシア安山岩)の顕微鏡写真 
下方ニコルのみ (Ol：かんらん石 Au：普通輝石) 

 
 

に分布している．柱島の漁港南東の岬では斜方輝石含有かんらん石単斜輝石安山岩の岩脈が東和花崗閃

緑岩及び高浜層群の礫岩に貫入し，上方でこれらに重なるように広がっている．柱島の漁港の南東の岬

とその南東の新宮鼻では，安山岩に柱状節理が見られるが，節理面に囲まれた柱の内部にも目の細い割

目が発達していてもろい．漁港の北西の柱島花崗岩に貫入する岩脈は，肉眼ではあまり斑晶が目立たな

い暗灰色の岩石で，かすかに流理が見える．節理はあまり顕著ではない． 

 新宮鼻の試料(K&H77，第28図)を鏡下で観察すると，斑晶は普通輝石(径0.2-1.5 mm)，かんらん石(径

0.2-1 mm)，及び斜方輝石(径0.3-1 mm)からなり，石基はガラス，普通輝石，斜長石，不透明鉱物，

斜方輝石，及び燐灰石を含む．全体は填間状組織を示す．斑晶かんらん石は径0.3 mm 前後のものが多

い．かんらん石の径  1 mm を越える結晶は細長く伸びた骸晶をなし，時に褐色スピネルの微結晶(径

0.01 mm 以下)を包有する．普通輝石には無色のものと淡緑色で累帯構造を持つものがある．石英と斜

長石の捕獲結晶を少量含む． 

 本試料の化学組成も高マグネシア安山岩の組成を示す．全岩  K-Ar 年代値は14.9±0.7 Ma で中期中

新世の値を示す． 

    倉橋島倉橋島倉橋島倉橋島    倉橋島東部の海越
かいごし

，上脇南方及び倉井南東に幅 5-20 m の黒雲母角閃石デイサイトないし角

閃石安山岩の岩脈が 3 本確認された．これらは北北東-西南西と南北方向に呉花崗岩を貫いている．露

頭では灰褐色を呈し，かすかに流理構造が認められる．貫入面近傍では呉花崗岩を捕獲し，捕獲結晶が

流理に沿って点々と並んで見える部分がある． 

 海越東方の試料(K&H46，第29図)を鏡下で観察すると斑晶は斜長石(径0.3-5 mm)，角閃石(径0.3-3 
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第 1 表 中新世火山岩類のモード，全岩化学組成，及び全岩  K-Ar 年代測定結果 

 

 

 

mm，Ｚ＝緑色)，黒雲母(径0.2-1 mm，Ｙ≒Ｚ＝暗褐色)，及び石英(径0.5-1.5 mm)からなり斜長石と角

閃石はしばしば集斑状になる．石基は大部分が隠微晶質な微結晶集合からなり，その中に短冊状の斜長

石，角閃石，不透明鉱物，燐灰石，褐れん石及びジルコンを含む．全体はハイアロオフィティック組織

を示す．斑晶の斜長石は部分的に網目組織化して，穴の部分に方解石が充填している．捕獲結晶として

まれに緑色のスピネルを含むことがある．緑色のスピネルは北隣の呉地域内の高田流紋岩類の捕獲結晶

としても含まれることがあり，本地域の地下にスピネルを含む岩石が伏在しているのかもしれない． 

 本試料は  SiO2 が62.6％を示し，ほぼデイサイトと安山岩の境界の組成である．全岩  K-Ar 年代値は

12.2±0.6 Ma を示し，中期中新世にあたる．この値は当地域の高マグネシア安山岩に比べるとやや若 
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第28図 柱島の瀬戸内火山岩類(高マグネシア安山岩)の顕微鏡写真 
下方ニコルのみ (Ol：かんらん石 Cpx：普通輝石) 

 

 

第29図 倉橋島の瀬戸内火山岩類(黒雲母角閃石デイサイト)の顕微鏡写真 
倉橋島海越(下方ニコルのみ，Pl：斜長石 Qz：石英 Hb：角閃石 Bt：黒雲母) 
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いが，瀬戸内地域内から報告される瀬戸内火山岩類の年代値(巽・横山，1978；巽・石坂，1978；巽ほ

か，1980；山崎ほか，1981；田崎・高橋ほか，1990；田崎ほか，1993；田村ほか，1996)の範囲(11-15 

Ma)には含まれている． 

Ⅴ．3 黒鼻玄武岩 
 

 黒鼻玄武岩は鈴木ほか(1983)の黒鼻安山岩に相当すると思われるが，分布位置が今回の調査結果とは

異なる．また化学分析の結果は玄武岩の組成を示すので本報告では改称した． 

 黒鼻玄武岩は広島県上蒲刈島の南に突き出した半島(黒鼻)の先端部の 2 箇所に分布する．一つは黒鼻

南西部にあり，東西約150 m，南北約80 m の玄武岩火砕岩と岩頸からなる．もう一つは黒鼻の南東部で

大地蔵花崗岩に貫入する幅約30 cm の岩脈である． 

 黒鼻南西部では東西方向に伸びた幅約10 m の岩頸とその北側と南側に火砕岩が分布する．北側の火

砕岩は岩頸と母岩の大地蔵花崗岩に挟まれた無層理の凝灰角礫岩からなる．南側の火砕岩(第30図)は黒鼻

の先端(写真の左手)まで広がっており，大地蔵花崗岩との接触部は海面下に没しているので見えない

が，恐らくこれを覆っていると考えられる．南側の火砕岩のうち岩頸寄りの中心に近いところ(写真右

手)では基盤の花崗岩片からなる急傾斜の白色の角礫岩が分布し，これを覆って黒い玄武岩質火山灰か

らなる基質中に花崗岩の径  1 m に達する岩片を含む層が重なり，更に上位(左手)に向かって花崗岩の

岩片が減少して，玄武岩の角礫と火山灰を多く含む成層した玄武岩質凝灰角礫岩がゆるい傾斜で重なっ

ている．南側の火砕岩は小規模ながら火山体の砕屑丘を形成していたものと考えられる． 

 岩頸部分は灰色の緻密な普通輝石かんらん石玄武岩である．岩頸の部分(試料 K&H114A)を鏡下で観

察すると，斑晶は斜長石(径0.3-1.2 mm)，かんらん石(径0.1-1.2 mm)，及び普通輝石(径0.3-1.5 mm)か

らなり，石基は斜長石，普通輝石，不透明鉱物，及び燐灰石を含み，間粒状組織を示す．かんらん石

斑晶は時に集斑状になることがある．本試料は斜長石の斑晶に富む点が特徴の 1 つである(第 1 表，第

31図). 

 

 

第30図 黒鼻玄武岩の火砕岩の露頭写真 上蒲刈島黒鼻 
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第31図 黒鼻玄武岩の顕微鏡写真 
上蒲刈島黒鼻の岩頸(下方ニコルのみ，Pl：斜長石 Ol：かんらん石) 

 
 

 化学組成は SiO2＝51.5％で玄武岩の組成を示す．全アルカリ(Na2O＋K2O)は3.9％で，中国地方の玄

武岩としてはやや低い．全岩 K-Ar 年代値は8.4±0.4 Ma を示し，後期中新世にあたる．この値は瀬戸

内火山岩類の年代よりもかなり若く，むしろ中国山地の冠高原や世羅台地におけるアルカリ玄武岩類の

年代(宇都・岩森，1987)に近い． 

Ⅵ．第 四 系 

Ⅵ．1 陸上堆積物 

    Ⅵ．Ⅵ．Ⅵ．Ⅵ．1111．．．．1111    崖錐堆積物崖錐堆積物崖錐堆積物崖錐堆積物((((t)))) 

 崖錐堆積物は倉橋島の音戸町早瀬，倉橋町江ノ浦，重
し

生
ぎょう

，西宇土，倉橋，尾
お

立
たち

及び室尾と，東能美島

の大柿町大
おお

君
ぎみ

，大原，深江で山麓の緩斜面をなしている．大部分は未固結の礫，砂及び泥からなるが，

早瀬と大君ないし大原付近では古期の崖錐堆積物からなり，やや固結化している．崖錐礫は花崗岩，花

崗閃緑岩及び花崗斑岩で，堆積物後背の山地の岩石からなっている．崖錐堆積物の多くは深成岩の急崖

と沖積平地の中間に位置しているが，倉橋島の早瀬ではやや固結の進んだ崖錐堆積物が波打ち際以下に

まで分布している(第32図)．これは氷期の海面が低かった頃に堆積したものと考えられる． 
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第32図 崖錐堆積物の露頭写真  倉橋島音戸町早瀬海岸 
 
 
 

    Ⅵ．Ⅵ．Ⅵ．Ⅵ．1111．．．．2222    沖積層沖積層沖積層沖積層((((a)))) 

 沖積層は島の入江の奥や細長い谷底を埋めた河川堆積物と，海岸で波や風の作用で生じた海岸堆積物

からなる．本地域の沖積層は比較的に粒度が粗く，砂や礫であることが多い． 

 

Ⅵ．2 海底堆積物 

 

 海底堆積物は本地域の陸上堆積物に比べるとはるかに分布・層厚ともに大規模である．海上保安庁水

路部発行の沿岸の海の基本図の底質の分布(地質図の海域部分に記号で転載)によると，本地域内の海底

表層は海峡の海釜や海底の突出部を除くと大部分は泥質である．特に広島湾の全域と倉橋島亀ケ首以北

の安芸灘北部の平坦な海底は粘土質シルトで中央粒径値(Mdφ)は 6 以上の微細な堆積物で覆われてい

る(井内，1982；Inouchi，1990)．一方安芸灘南部の倉橋島-中島-小安居島周辺海域には貝殻を含む砂質

堆積物(Mdφ=0-4)が分布している．海峡や島嶼近傍の海釜底は岩盤が露出している部分がある．この

表層の堆積物(井内，1982の A 層)は音響探査によると透明で，広島湾や安芸灘北部の泥質部では10 m

から30 m の厚さに達するが，安芸灘南部の砂質部では 0 m ないしせいぜい10 m である(国土地理院，

1989，1992；井内，1982)．これらの表層堆積物は最終氷期後の瀬戸内海形成後に堆積したと考えられ

ている(Inouchi，1990). 
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Ⅶ． 応 用 地 質 

Ⅶ．1 石 材 

 

 石材は呉花崗岩を対象に，倉橋島の倉橋町納
おさめ

西方，宮ノ浦，及び灘南方( 2 箇所)で切り出している．納

西方の石切場(呉石材合資会社)は粗粒の黒雲母花崗岩からなり，淡紅色のカリ長石を含む美しい石材で

ある．ここの石切場は大正時代の終わり頃に，現在の国会議事堂の外装用石材調達のために開発された

もので，議院石とも呼ばれている．丁場において石材の採掘に使われる石目の方向は 1 番が水平，2 番

が  N80˚E 方向で，南北方向には割れにくい．ただし不規則な割目が多いため，次に述べる宮ノ浦に比

べるとくず石の割合が高い．石切り場の下の工場で建物の外装用板材，墓石，敷石などに加工されてい

る． 

 宮ノ浦の石切場(倉橋石材工業株式会社)は粗粒の角閃石含有黒雲母花崗岩からなり，灰白色の硬い石

材である．石目の方向は 1 番が N75˚W 方向，2 番が水平で，南北方向に割れにくい．ここの丁場は第

20図  b に示すシュリーレンとまれにペグマタイトを含む．また，丁場の上部には山肌に平行なシーテ

ィング節理が，丁場中央部には北東-南西方向の小断層があって，方形の大型石材を切り出す上で多少

の障害になっている．しかしほとんど捕獲岩や岩脈がないので均質な石材を採掘できる．しかも納の石

切場に比べると割目が少ないので，階段状に無駄の少ない方法で石を切り出している．ここでの主な用

途は建築材と墓石，間知石などである． 

 灘南方には多数の石切場の跡があるが，現在は 2 箇所で小規模な採掘が続けられている．この周辺の

花崗岩は採掘加工後に水酸化鉄による変色が起こり易く，建築材としてはやや難がある． 

 

Ⅶ．2 採 石 

 

 東能美島と大黒神島の南海岸には呉花崗岩を採掘対象にした採石場が多数稼行している．倉橋島の呉

花崗岩は均質で割目が少ないため，建築材になる大型の石材を切り出すことが可能であるが，東能美島

から大黒神島にかけては呉花崗岩の岩相が不均質であり，花崗斑岩の岩脈が多数貫入している．またこ

の地域の呉花崗岩には板状節理が顕著に発達しており(第 3 図 b)，大型で均質な石材が得られない．し

たがってこれらの島では砕石にして使う用途，すなわち，埋立，露盤，骨材などに使われている．この

他に下蒲刈町下黒島でも大地蔵花崗岩が砕石用途に採掘されている．大地蔵花崗岩は鏡下で圧砕された

組織を持っていることから，やはり建築用の大型石材を得るのは困難と考えられる． 
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第 2 表 温泉成分分析値 

 

 

Ⅶ．3 温 泉 

 

 本地域内には倉橋島の倉橋町宮ノ浦と，上蒲刈島の蒲刈町沖浦の県民の浜に温泉がある． 

    倉橋町宮ノ浦倉橋町宮ノ浦倉橋町宮ノ浦倉橋町宮ノ浦    泉温は 40.5℃．泉質は含弱放射能ナトリウム塩化物温泉．泉源は呉花崗岩中の裂かと

考えられる．海岸に近い桂浜神社脇から1650 m 掘削して発見された．現在はまだ利用されていないが

揚水には動力が必要である．温泉の分析表を第 2 表に示す． 

    蒲刈町沖浦蒲刈町沖浦蒲刈町沖浦蒲刈町沖浦    泉温は 22℃．泉質は含弱放射線ナトリウム塩化物泉．泉源は大地蔵花崗岩中の裂かと

考えられる．温泉井は県民の浜に近い丘から500 m 掘削し，動力で揚水している． 

 



 

 - 46 -

 
Ⅶ．4 地 震 災 害 

 

 地震の特定観測地域「伊予灘及び日向灘周辺」地区のうち，本地域内に被害を発生させた安芸灘から

伊予灘付近に震源を持つ19世紀以降の歴史地震について，宇佐美(1987)，宇津(1982)に基づいて述べる． 

 1857年10月12日(安政 4 年 8 月 25 日)，倉橋島南方海上の北緯34˚，東経132.5˚ 付近で推定マグニチュ

ード７1/4 の地震が発生．愛媛県北部を中心に被害があった．死者 5 人． 

 1905年((明治38年) 6 月  2 日倉橋島南部に当る北緯34.1˚，東経132.5˚ 付近で推定マグニチュード 

7 1/4(6.7)の地震が発生．本地域内を中心に被害があり，死者11人を出した． 

 1949年(昭和24年) 7 月12日安居島西方の安芸灘に当る北緯34.1˚，東経132.7 ˚付近でマグニチュー 

ド6.2の地震が発生．呉市で死者 2 人を出した． 

 これらの地震の推定震源域は主に海域にあり，かつ陸上に第四系がほとんど分布しないので，地震断

層は明らかではない．国土地理院(1989)は本地域西部の甲島周辺から厳島南方の広島湾の海底に推定更

新統を変位させる断層と撓曲を示している．これらの断層は上述の震源域からやや離れている． 

 本地域では地震動による直接の被害の他に，南海地震に伴って発生する津波にも警戒が必要である．

羽鳥(1988)によると本地域を含む瀬戸内海西部での津波の潮位は，1707年(宝永 4 年)の南海地震では推

定1.5-2 m，1854年(安政元年)の時には1-1.5 m，1946年(昭和21年)の時には約 1 m であった． 
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(ABSTRACT) 
 

Outline 
 

 The Kurahashi Jima district (lat. 34˚0’－10’N, long. 132˚30’－45’E) and the Hashira Jima dis-
trict (lat. 34˚0’－10’N, long. 132˚15’－30’E) occur in the western portion of Seto Naikai (Seto In-
land Sea) province, between west Honshu and Shikoku, in southwestern Japan.  Most surface 
of the districts is occupied by the sea, however large islands are scattered along the boundary of 
the districts.  The districts consist of the Ryoke Metamorphic Rocks, Cretaceous granitic and 
dike rocks, Miocene sedimentary and volcanic rocks, and Quaternary deposits. The geology of 
the Kurahashi Jima and Hashira Jima districts is summarized in Fig.1.  

 

Ryoke Metamorphic Rocks (Kuga Group) 
 
 Ryoke Metamorphic Rocks occur in Koai Jima, Kuro Shima, Kobashira Jima, Ha Shima, 
Tsuzuki Shima, Iseko Jima and Mae Shima (Shima and Jima meaning island). Precursor 
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Fig.1 Summary of the geology of the Kurahashi Jima and Hashira Jima districts 
 

rocks of the Ryoke Metamorphic Rocks consist of the Jurassic sedimentary complex of the Inner 
Zone of southwest Japan (the Kuga Group in the Tamba Terrane), and suffered regional an-
dalusite-sillimanite series (low pressure type) metamorphism in the late Early Cretaceous.  The 
Ryoke Metamorphic Rocks are divided into a biotite slate zone and a mica schist(-gneiss) zone 
in order of increasing metamorphic grade. Only Kuro Shima lies in the biotite slate zone and is 
occupied by andalusite-cordierite-bearing biotite slate, siltstone, sandstone and slightly 
recrystallized chert. Koai Jima, Kobashira Jima, Tsuzuki Shima, Iseko Jima, the southern part 
of Ha Shima and the northern part of Mae Shima are within the mica schist(-gneiss) zone and 
are composed of muscovite-biotite schist, biotite schist, siliceous schist and clinopyroxene am-

phibolite.  
  

Cretaceous granitic rocks and dikes 
 
Granitic RocksⅠⅠⅠⅠ  The Granitic RocksⅠare characterized by strong gneissose and banded 
structures, and concordantly intrude the Ryoke Metamorphic Rocks. The Gamano 
Granodiorite and Kikuma Tonalite are classified into the Granitic RocksⅠ . The Gamano 
Granodiorite, occurring in Mae Shima, is a gneissose, medium- to coarse-grained biotite 
granodiorite. Rb-Sr isochron and CHIME (chemical Th-U-Pbtotal isochron method; Suzuki et 
al, 1994) ages of the Gamano Granodiorite indicate a late Early to early Late Cretaceous age. 
The Kikuma Tonalite, distributed in Ai Jima, is a gneissose, medium- to coarse-grained 
clinopyroxene-bearing hornblende-biotite tonalite. The Gamano Granodiorite and the Kikuma 
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Tonalite include the Ryoke Metamorphic Rocks and migmatite.  
 
Granitic Rocks ⅡⅡⅡⅡ  The Granitic RocksⅡdisplays a weakly gneissose structure with massive 
sections, and discordantly intrude the Ryoke Metamorphic Rocks.  The Granitic Rocks Ⅱ in-
clude the Tōwa, Matsuyama, and Yokoshima Granodiorites, and the Hashirajima and Utazaki 
Granites. They crop out in the southern islands in the districts. The Towa, Matsuyama and 
Yokoshima Granodiorites consist of medium- to coarse-grained hornblende-biotite granodiorite 
with fine-grained biotite-hornblende tonalite. The Hashirajima Granite includes medium- to 
coarse-grained biotite granite and fine-grained biotite granite. The Utazaki Granite is com-

posed of medium- to coarse-grained biotite granite and fine-grained muscovite-biotite granite.   
 
Granitic Rocks ⅢⅢⅢⅢ    The Granitic Rocks Ⅲ exhibit a massive structure, but have flow features in 
some parts. The Granitic Rocks Ⅲ are distributed in the northern islands of the districts, and in-
clude the Ōjizō Granite, the Ondo Granodiorite, and the Kure Granite. The Ōjizō Granite is 
comprised of coarse-grained hornblende-bearing biotite granite to granodiorite and medium-

grained biotite granite.  The Ondo Granodiorite is a medium-grained hornblende-biotite 
granodiorite. The Kure Granite is composed of fine-grained biotite granite (partly muscovite-
bearing), medium- to coarse-grained biotite granite (partly muscovite- or hornblende-bearing) 
and fine- to medium-grained clinopyroxene-bearing biotite-hornblende diorite to tonalite.  
Some biotite K-Ar age determinations on the Kure Granite indicate a Late Cretaceous age. 
Small bodies of metasomatic syenite occur at brecciated portions of the Kure Granite.  
 
Dikes  Dikes of diorite porphyry,rhyolite and granite porphyry intrude into the Ryoke Meta-
morphic Rocks, and the Granitic rocksⅠ,Ⅱ and Ⅲ.  They are generally considered to be Late 
Cretaceous in age. 
 

Miocene 
 

The Miocene of the mapped districts is divided into the Takahama Group, the Setouchi Vol-
canic Rocks and the Kurohana Basalt in ascending order. The Takahama Group outcrops on 
Hashira Jima and consists of conglomerate. The Setouchi Volcanic Rocks are comprised of mag-
nesian olivine-clinopyroxene andesite and biotite-hornblende dacite, occurring as dikes and 
necks. The andesite dikes and necks intrude  into the Granitic rocksⅡ in Hashira Jima and 
Naka Jima, and into the Takahama Group in Hashira Jima. Dacite dikes of the Setouchi Vol-
canic Rocks intrude the Granitic Rocks Ⅲ in Kurahashi Jima. The Kurohana Basalt occurs on 
Kurohana peninsula in Kamikamagari Jima and forms a small pyroclastic cone with a olivine 
basalt neck.  
 Whole rock K-Ar age determinations were carried out on three Setouchi Volcanic Rocks and 
on a Kurohana Basalt. The Setouchi Volcanic Rocks yielded Middle Miocene ages of  
12.2±0.6, 13.3±0.7 and 14.9±0.7 Ma, whereas the Kurohana Basalt gave a Late Miocene  
age of 8.4±0.4 Ma. 
  



 

 - 53 -

Quaternary 
 
 The Quaternary of the districts includes talus deposits and alluvium. The talus deposits occur 
on Kurahashi Jima and Higashinomi Shima and include gravel, sand and mud beds. Alluvium 
is distributed along the rivers and in the coastal plains and consists of sand and gravel. 
 

Economic geology 
 
 The Kure and Ōjizō Granites are quarried for the aggregates for construction and road beds.  
The Kure Granite is also quarried for building stone in the southeastern part of Kurahashi 
Jima. 
 

Earthquake 
 
 Mj6-7 class earthquakes whose epicenters are identified to have been in the districts occurred 
in 1857, 1905 and 1949. No active faults are known on the islands in the districts. 
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